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連
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債
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本
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一
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一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (6) 

一
体
型
絶
対
効
あ
る
免
除
に
お
い
て
、
効
力
が
全
員
へ
及
ぶ
理
由

負
担
部
分
型
絶
対
効
の
理
由

主
債
務
者
に
対
す
る
免
除

保
証
人
に
対
す
る
免
除

免
除
内
容
に
関
す
る
解
釈
方
法

主
債
務
を
免
除
す
る
場
合
の
問
題

3

保
証
債
務
を
免
除
す
る
場
合
の
問
題

第

六

項

相

殺

-

概

説

|
|
多
数
当
事
者
関
係
に
お
け
る
相
殺
の
法
律
上
当
然
主
義
の
位
置
づ
け

2

連
帯
債
務

3

保
証

第

七

項

混

同

1

混
同
の
効
力

2

混
同
の
解
消

第

八

項

時

効

-
時
効
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断
の
効
力

2

時
効
停
止
と
時
効
完
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の
効
力

第
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に
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け
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帯
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の
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論

第
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款
債
務
の
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質
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か
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の
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析
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質

l
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帯
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質

2

全
部
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務
の
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置
づ
け
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日
成
立
の
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に
お
け
る
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帯
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務
と
全
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義
務
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徴
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説

個
別
事
由
の
効
力
論
か
ら
の
分
析

給
付
に
関
係
す
る
事
由
と
そ
の
解
消

負
担
部
分
型
絶
対
効
事
由

3

事
由
の
性
質
論
か
ら
は
説
明
で
き
な
い
問
題

現
行
民
法
の
起
草
過
程

以
上

本
号
)

第

1款

吾ふ
間間

2 

結
三五生省
口口 フロ

節

第
三
章

日
本
法

第

節

旧
民
法

前
章
で
は
、

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
を
素
材
と
し
て
、
連
帯
債
務
に
お
け
る
債
務
消
滅
事
由
の
効
力
を
保
証
の
場
合
と
比
べ
な
が
ら
検
討

し
た
。
そ
こ
で
は
二
つ
の
分
析
視
角
、
す
な
わ
ち
各
事
由
の
性
質
論
か
ら
の
分
析
と
債
務
の
性
質
論
か
ら
の
分
析
が
と
も
に
有
効
で
あ
っ
た
。

こ
の
検
討
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
想
い
出
し
て
お
こ
う
。

債
務
消
滅
事
由
の
性
質
に
視
点
を
お
い
て
一
体
型
絶
対
効
を
検
討
す
る
と
、
問
題
の
中
心
は
追
奪
等
に
よ
っ
て
債
権
者
が
最
終
的
に
給
付

を
保
持
で
き
な
い
場
合
に
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
法
で
は
、
そ
う
い
っ
た
場
合
に
債
権
者
の
意
思
が
関
与
す
る
か
否
か
で
区
別
し
て
い
た
。
そ

の
一
方
で
、
負
担
部
分
型
の
事
由
は
求
償
権
に
着
目
し
て
利
益
を
調
整
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
調
整
の
あ
り
方
は
事
由
に
よ
っ
て
異
、
な
り
、

債
権
者
の
利
益
が
関
わ
る
事
由
と
無
関
係
の
事
由
と
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
消
滅
事
由
の
性
質
論
だ
け
で
は
分
析
し
き
れ
な
い
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場
面
も
あ
っ
て
、
更
改
や
時
効
に
つ
い
て
は
債
務
者
相
互
間
に
お
け
る

一
体
的
な
団
体
関
係
が
一
体
型
絶
対
効
を
も
た
ら
し
て
い
た
。

結
論
を
先
取
り
す
れ
ば
、
こ
う
い
っ
た
分
析
視
角
は
旧
民
法
に
も
当
て
蹴
る
。
旧
民
法
は
債
務
消
滅
事
由
に
つ
い
て
相
連
帯
債
務
者
や
保

証
人
が
抗
弁
一
で
き
る
こ
と
を

一
般
的
に
規
定
し
て
い
る
が

(債権
担
保
編
五
七
条
、
二
五
条
、
四
回
全
、
個
別
の
事
由
ご
と
に
み
た
う
え
で

(
第
一
項
1

第
八
項
)
、
全
体
像
を
探
っ
て
み
よ
う
(
第
九
項
)
。
特
に
、
旧
民
法
で
は
起
草
者
ボ
ワ

ソ
ナ
ド
の
説
明
が
参
考
に
な
る
。

第

項

弁
済

一九世紀フランス法における迷'措債務と保証 (6) 

弁
済
に
関
し
て
は
弁
済
物
が
追
奪
さ
れ
た
場
合
の
法
律
関
係
が
問
題
と
な
る
ほ
か
に
、
債
務
消
滅
の
理
論
構
成
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
う
ち
追
奪
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
弁
済
と
し
て
給
付
し
た
物
が
他
人
物
で
あ
れ
ば
、
何
れ
の
当
事
者
も
弁
済
の
無
効
を
主
張
で
き

る

(財
産
編
四
五
五
条
二
項
)
。
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
に
よ
れ
ば
、
こ
の
場
合
に
債
権
者
が
真
正
所
有
者
か
ら
追
奪
を
受
け
る
と
、
保
証
や
担
保
物
権
も

(l
)
 

復
活
す
る
。

理
論
構
成
に
関
し
て
は
保
証
に
つ
き
次
の
説
明
が
あ
る
。
主
債
務
者
が
弁
済
す
れ
ば
、
附
従
性
に
よ
っ
て
保
証
人
も
債
務
消
滅
を
主
張
で

き
る
が
予
告
=
ご
宏
旦
令
官
・3
・Y
安
吉
広
三
唱
む
ふ
)
、
こ
れ
は
保
証
人
が
弁
済
し
た
場
合
も
同
じ
で
あ
っ
て
、
保
証
人
の
弁
済
は
保
証
債
務
で

(2
)
 

は
な
く
主
債
務
に
充
て
た
も
の
だ
と
し
て
、
附
従
性
に
よ
っ
て
保
証
債
務
が
消
滅
す
る
と
い
う
弓
5
2
E
E
Z
七
淳
史

B
a
z
Z
N
同旨、

宮
城

『巻
之
一
』
一
一
六
四
l
五
頁
。
こ
の
理
解
は
、

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
に
関
し
て
推
測
し
た
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
北
法
四
七
巻
六
号
一
七
二
五
六
頁
)
。

こ
れ
に
対
し
註
釈

書
で
は
批
判
が
あ
る
。
も
し
保
証
人
の
弁
済
を
主
債
務
に
充
て
た
も
の
だ
と
み
る
な
ら
ば
、
保
証
債
務
の
履
行
を
観
念
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
う
か
ら
、
保
証
債
務
の
弁
済
に
よ
っ
て
主
債
務
を
弁
済
し
た
こ
と
に
な
る
と
い
う

(梅

『債
権
担
保
論
第
二
冊
』一一一二三
頁
)
。
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説

(l
)
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
に
よ
れ
ば
、
債
権
証
書
に
保
証
や
動
産
質
権
が
示
さ
れ
て
い
て
、

一
日
一は
給
付
を
受
け
る
こ
と
で
債
権
者
が
証
書
を
段
滅
し
た

場
合
で
あ
っ
て
も
、
証
人
に
よ
る
証
明
(
証
拠
編
六
九
条
二
号
)
を
使
う
こ
と
が
可
能
だ
と
い
う

3
2
2
己
ロ
合
唱
司
山
罪
史
ち
ω
士
山

1
3
3
。
こ
こ
で

論
じ
て
い
る
の
は
債
権
証
書
を
致
滅
し
た
と
い
う
-証
拠
の
問
題
だ
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
実
体
法
的
に
は
担
保
の
復
活
を
認
め
て
い
る
。

(
2
)
本
文
で
示
し
た
の
と
は
別
に
、
起
草
過
程
で
は
、
主
債
務
と
保
証
債
務
が

一
個
だ
か
ら
と
い
う
理
由
も
示
さ
れ
て
い
る
(
『民
法
草
案
財
産
編
人
権

ノ
都
議
事
筆
記
二』

商
事
法
務
版
九
巻

一綴
五
九
頁

(
南
部
護
男
発
音白一)。

但
し
、
こ
れ
は
保
証
人
に
対
す
る
債
務
免
除
を
め
ぐ
る
議
論
で
あ
る
)。

論

第

項

供
託

供
託
に
関
す
る
問
題
は
供
託
物
取
戻
の
効
力
で
あ
る
。
そ
の
効
力
は
供
託
受
諾
等
の
前
後
で
異
な
り
、
取
戻
が
供
託
受
諾
や
判
決
の
前
で

あ
れ
ば
相
連
帯
債
務
者
や
保
証
人
の
債
務
は
元
に
復
す
る
が
、
そ
の
後
で
あ
れ
ば
取
戻
に
も
拘
わ
ら
ず
相
債
務
者
等
は
解
放
さ
れ
る

(財
産

編
四
七
八
条
三
項
)。
受
諾
等
の
前
後
で
効
力
が
違
う
こ
と
に
つ
い
て
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
の
説
明
を
み
て
み
よ
う
。

供
託
に
よ
っ
て
相
債
務
者
や
保
証
人
・
質
権
・
抵
当
権
は
解
放
さ
れ
る
が

3
2
0
2
M
Z
5
1
N∞
泊
号
ω
合

N
1
3
、
不
可
逆
的
な
(
弓
尽
き
ら
一作)

解
放
で
は
な
い
。
債
権
者
が
受
諾
し
な
い
限
り
供
託
物
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
取
戻
に
よ
っ
て
解
放
は
生
じ
な
か
っ
た

と
み
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
に
、
相
債
務
者
や
保
証
人
は
改
め
て
債
務
を
負
い
、
質
権
や
抵
当
権
も
復
活
す
る
。
し
か
し
債
権
者
が
供
託
を
受

諾
す
れ
ば
、
供
託
者
は
勝
手
に
債
務
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
判
決
に
よ
っ
て
弁
済
提
供
と
供
託
を
有
効
と
し
た
場
合

も
同
じ
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
受
諾
や
判
決
が
あ
っ
て
も
債
権
者
の
同
意
を
得
れ
ば
供
託
物
の
取
戻
が
で
き
る
が
、
債
務
復
活
の
効
力
は
債

権
者
と
供
託
者
間
に
と
ど
ま
り
、
相
債
務
者
や
保
証
人
等
に
は
影
響
が
及
ば
な
い

3
2
E・E-u
コ
Z
M
E
D-史
3
5
2・sg-同旨、
磯
部

『第
十
編』

二
O
三
七
l
凹
O
頁
、
期
ほ
か

『第
四品川
』
二
ハ七
=
了
六
頁
、
井
上

『巻
之
二
』
一

O
七
l
九
頁)。
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こ
の
説
明
を
フ
ラ
ン
ス
法
の
流
れ
の
な
か
で
み
れ
ば
次
の
よ
う
に
い
え
よ
う
。。
ホ
チ
エ
に
よ
る
と
、
弁
済
の
成
立
に
は
債
権
者
の
意
思
が

必
要
で
あ
り
、
こ
の
発
想
が
供
託
の
効
力
を
考
え
る
さ
い
に
も
基
本
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
供
託
が
不
可
逆
の
効
力
を
も
つ
た
め
に
は
債
権

者
の
意
思

(供
託
受
諾
)
ま
た
は
そ
の
意
思
に
代
わ
る
判
決
を
要
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
た
め
に
供
託
受
諾
等
の
前
後
で
供
託
物
取
戻
の
効

力
が
異
な
る
。
具
体
的
に
は
、
受
諾
や
判
決
の
前
に
取
戻
が
あ
っ
て
も
弁
済
が
成
立
し
な
か
っ
た
の
と
同
じ
状
態
に
な
る
が
、
受
諾
等
の
後

な
ら
ば
弁
済
成
立
後
に
新
た
な
法
律
関
係
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
い

っ
た
ポ
チ
エ
の
発
想
が

一
九
世
紀
の
学
説
を
経
て
旧
民
法
に

受
け
継
が
れ
た
の
で
あ
る

(北
法
四
七
巻
五
号
一
二
三
一
一
四
頁
、
六
号
一

七
二
八

三
O
頁)。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (6) 

第
三
項

更
改

連
帯
債
務
者
の

一
人
が
更
改
す
れ
ば
相
債
務
者
は
解
放
さ
れ
、
主
債
務
者
の
更
改
に
よ
っ
て
保
証
人
は
解
放
さ
れ
る

(財
産
編
五
O

一条

一

望
。
ま
た
、
保
証
人
が
更
改
し
た
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
保
証
債
務
だ
け
が
更
改
の
対
象
と
な
る
が
、
特
約
に
よ
り
主
債
務
者
や
相
保

証
人
が
解
放
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

(財
産
編
五
O
二条)。

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
連
帯
債
務
の
更
改
に

一
体
型
絶
対
効
が
あ
る
理
由

(l
)

お
よ
び

一
体
型
絶
対
効
と
合
意
の
相
対
効
原
則
と
の
関
係
で
あ
る

(2
〕。

l 

更
改
の
効
力

a 

ボ
ワ
ソ
ナ
ド
の
説
明

更
改
に
よ
っ
て
相
連
帯
債
務
者
や
保
証
人
が
解
放
さ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
、
起
草
過
程
で
は
特
段
の
説
明
は
な
い
が
、

註
釈
書
を
み
る
と
、

一
般
の
債
務
消
滅
事
由
(
特
に
弁
済
)
と
同
じ
だ
と
す
る
説
明
や

(富
井

「論
綱
下
巻
」
二
七
二
頁
、
堀
ほ
か

『第
五
冊
』一

七
四
五
l
六
頁
)
、
相
互
代
理
に
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説

よ
る
説
明
が
あ
る

(
堀
ほ
か

『第
五
冊
』一

七
四
六
頁
。
主
債
務
者
の
更
改
に
つ
い
て
は
附
従
性
、
不
可
分
債
務
者
に
つ
い
て
は
事
務
管
理
で
説
明
す
る
)
。

し
か
し
、

更

論

改
そ
れ
自
体
の
性
質
が
弁
済
と
同
じ
だ
と
は
い
え
な
い
。
と

い
う
の
は
、
保
証
人
が
更
改
し
た
場
合
に
つ
き
更
改
の
効
力
を
合
意
内
容
に
委

(l
)
 

ね
て
い
る
か
ら
で
あ
る

(
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
第
三
説
に
あ
た
る
。
北
法
四
七
巻
六
号

一
七
三
五
六
頁
参
照
)
。
そ
う
す
る
と
、
連
帯
債
務
に
つ
い
て

は

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
と
同
じ
く
、
旧
民
法
も
債
務
者
相
互
間
の

一
体
的
な
関
係
に
着
目
し
た
も
の
だ
と
い
え
る

(北
法
四
七
巻
六
号

一
七
一一一

八
四
O
頁
、
四
八
巻
六
号

二二
六
二
|
五
頁
参
照
)
。

そ
れ
で
は
、

一
体
的
な
団
体
関
係
が
絶
対
効
の
問
題
と
ど
の
よ
う
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
参
考
に
な
る
の
は
ボ
ワ
ソ
ナ

ド
の
想
定
事
例
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
更
改
が
成
立
す
る
の
は
目
的
物
や
債
務
原
因
に
変
更
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
(
債
務
原
因
の
変
更
に
よ
る

更
改
と
は
準
消
費
貸
借
の
類
を
考
え
て
い
る
。
ま
す
三
-ご
・3
J・2
2
f
安司

Om
p
N
Zコゐ
)、
そ
う
い

っ
た
点
に
変
更
な
く
ば
債
務
の
承
認
に
す
ぎ
な
い
し、

た
と
え
相
債
務
者
が
解
放
さ
れ
る
こ
と
を
表
示
し
て
い
て
も
、
そ
れ
は
更
改
で
は
な
く
免
除
だ
と
い
う

3
2
2
L
N
己
a
Z罪
史
3
5
N

1
2・3
0

こ
の
点
に
着
目
し
て
更
改
の
効
力
論
を
考
え
て
み
よ
う
。

b 

検
討

前
章
で
は
一
体
型
絶
対
効
が
債
務
者
相
E
の
団
体
関
係
に
着
目
し
た
も
の
だ
と
推
測
し
た
が
、
こ
こ
で
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
の
想
定
事
例
に
着
目

す
る
こ
と
で
、
団
体
関
係
と
一
体
型
絶
対
効
の
問
題
連
闘
を
具
体
的
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
更
改
の
効
力
論
は
多
数
当
事
者

関
係
の
成
立
要
件
に
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
連
帯
債
務
の
更
改
と
し
て
目
的
物
や
債
務
原
因
の
変
更
が
あ
る
場
合
を

想
定
す
る
一
方
で

(一

九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
で
は
こ
れ
を
明
示
す
る
学
説
は
な
く
、
保
証
債
務
を
免
除
し
て
も
債
務
の
権
原
を
変
更
す
る
こ
と
に
な
ら
ず
更
改
は
生
じ
な
い
と
い

う
説
明
が
あ
る
に
と
ど
ま
る

o
E
E
E
W円
P
S
E
-
-
S
E
e
J
S
E目、

↓o
Z
5
2
0一
品

J
S
O
p
s
-
E
S
J
M
-
∞
2
M
M
N
P
E
E
S咽己
N

己
宏
司
会
M)、
連
帯
債
務
の

成
立
要
件
と
し
て
目
的
物
や
債
務
原
因
の
同
一
性
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。
多
様
な
問
題
が
関
係
し
て
い
る
の
で
、

一
日
一
、
更
改
の
問
題
か

北法50(3・84)476



ら
離
れ
て
、

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
多
数
当
事
者
関
係
の
分
類
論
か
ら
説
明
し
て
い
こ
う
。

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
多
数
当
事
者
関
係
は
連
合
債
務
(
て
を
£
塁
。
:
。
ε
0
5
5
)
と
非
連
合
債
務
(
て
O
F
-
-
m
s
s
E
2
2
0
)
に
分
か
れ
(
こ
こ
で
は
不
可

分
債
務
を
除
い
て
考
え
る
)
、
さ
ら
に
連
合
債
務
は
狭
義
の
連
合
債
務
(
分
割
債
務
)
と
連
帯
債
務
に
分
か
れ
る
。
非
連
合
債
務
は
「
A
ま
た
は

B
が

給
付
す
る
」
と
い
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
、
選
択
債
務
あ
る
い
は
条
件
付
債
務
と
言
い
換
え
ら
れ
る
。
連
合
債
務
に
お
い
て
は
各
債
務
者
が
債

務
を
負
担
す
る
の
に
対
し
、
非
連
合
債
務
で
は
選
択
に
よ
っ
て
法
律
上
の
債
務
が
確
定
す
る
(
叶
oz=5『
e
〈
O
己
M
E
m-02・

8
Z
司
・
3
2
・
2
-
E
E
号

的
自
百
司

0
・
5
E
N
∞
σ
目
白
て
唱
∞
l

汐

F
R
O
E
E
『
0
・
己
主
・
ご
ヨ
ロ
山
ふ
1
2
t
m
e
0
3
0
一
。
ョ
σ
0
・
円
e
N
a
z
o
-
-晶司e叶∞・∞0・問。佳作『0・FES--ιE尽虫色。コ豆町〈EF--忘(一∞凶N)コ∞

司NurF-REι
少
【

Apus-Mam-吋
一回
E弘
司

'
E
2
5
5
2
0
2
国
間
一
色
0・三
凶
ロ
ニ
ロ
斗
司
一N主ロO円。-但し、

言
及
し
て
い
る
の
は
非
連
合
「
債
権
」
の
場
合
で
あ
っ
て
、
ロ
オ
マ
法
文

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (6) 

に
あ
る
童
話
の
例
を
示
す
)
。
し
か
し
、
取
引
の
う
え
で
非
連
合
債
務
が
ご
く
稀
で
あ
る
た
め
に
、
学
説
も
区
別
の
詳
細
を
明
ら
か
に
せ
ず
、
時

代
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
説
明
が
簡
略
化
な
い
し
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
、
広
義
の
連
合
債
務
は
多
数
当
事
者
関
係
と
ほ
ぼ
同

義
に
な
っ
て
い
る
(
非
連
合
債
務
の
説
明
を
省
略
し
て
、
債
務
者
複
数
の
場
合
を
連
合
債
務
と
位
置
づ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
例
と
し
て
、
〉
ロFミ
E
E
F
E品
E
・
1
U02・MM

Ea申
N

唱
∞
司
山
お
を
比
較
せ
よ
)
。

(2
)
 

そ
れ
に
対
し
広
義
の
連
合
債
務
の
特
徴
は
給
付
の

一
倍
額
性

(E
宣
伝
含
宮
古
)
に
あ
り
、

一
倍
額
性
の
成
立
に
は
目
的
物
の
同

一
性
を
要

す
る

(フ
ラ
ン
ス
民
法

一二
O
O
条
は
、
連
帯
債
務
の
成
立
要
件
と
し
て
目
的
物
の
同

一
性
を
挙
げ
る
)
。

こ
こ
で
対
比
し
て
い
る
の
は
多
数
当
事
者
関
係
で
は
な

い
場
合
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
二
つ
の
債
務
が
別
々
で
あ
っ
て
、
単
純
な
二
当
事
者
関
係
が
二
つ
あ
る
に
す
ぎ
な
い
場
合
を
考
え
て
(
例
、

A
B
が
一
億
円
の
債
務
を
負
う
こ
と
で
債
権
者
が
計
二
億
円
を
受
け
る
場
合
)
、
そ
れ
と
区
別
す
る
た
め
に
目
的
物
の
同

一
性
(
つ
ま
り
、
そ
れ
が
同
じ
金
銭
で
あ
る
こ

(3) 

と
)
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
(
U
Z
E
E
-Z

E
--
∞
Z
N
P
E
5
E
L
コ
ロ
ミ

2
・M忠岨
E
2
・
2
・

8
2
4ニ
)。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
目
的
物
は

北法50(3・85)477

異
な
る
け
れ
ど
も
一
倍
額
性
が
あ
る
よ
う
な
場
合
(
例
、

A
が
金
銭
債
務
、

B
が
物
の
引
渡
依
務
を
負
ぃ
、
一
方
の
履
行
が
あ
れ
ば
他
方
も
解
放
さ
れ
る
場
合
)
が

広
義
の
連
合
債
務
か
ら
外
れ
て
い
る

(
そ
れ
を
現
行
法
の
起
草
委
員
富
井
は
非
連
合
債
務
に
分
類
す
る
。
次
節
第
三
項
1
b
)
。



説

一
倍
額
性
の
要
素
と
し
て
目
的
物
の
同
一
性
に
加
え
て
債
務
原
因
の
同

一
性
を
要
求
す
る
学
説
も
あ
り

3
3
0-oヨ
σ0・
己
ご
否
∞

さ
ら
に
、

首命

ENDUlse∞
3
2
コ
?
"
E
S
E
E
-
己
同
こ
NCC
乙
司
山∞叫
)、
こ
れ
を
と
れ
ば
広
義
の
連
合
債
務
は
常
に
目
的
物
と
債
務
原
因
を
同
じ
く
す
る
こ
と
に

(4
)
 

な
る
。
そ
し
て
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
も
広
義
の
連
合
債
務
の
成
立
要
件
と
し
て
目
的
物
と
原
因
の
同

一
性
を
挙
げ
る

3
2
E
F
t
-士
官
己
中
-
一
安
吉
弘

E
?コ
・
∞
ま
た
、
連
帯
債
務
に
つ
い
て
は
明
文
が
あ
る
。
債
権
担
保
編
五
三
条
一
項
但
昔。

こ
れ
を
批
判
す
る
も
の
と
し
て
、
梅

『債
権
担
保
論
第
二
冊
』
三
五
九
頁
参
照
)。

以
上
を
踏
ま
え
て
更
改
の
想
定
事
例
に
戻
ろ
う
。
連
帯
債
務
者
の
一
人

A
が
金
銭
債
務
を
有
体
物
債
務
に
更
改
し
た
場
合
を
考
え
る
と
、

新
旧
の
債
務
は
目
的
物
が
異
な
る
た
め
に
給
付
の
一
倍
額
性
が
成
り
立
た
ず
、

A
の
新
債
務
と
相
債
務
者

B
の
旧
債
務
が
連
帯
債
務
の
関
係

A
が
更
改
に
よ
っ
て
準
消
費
貸
借
債
務
と
し
た
場
合
も
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
目
的
物
や
債

に
立
つ
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
ま
た
、

務
原
因
に
変
更
が
あ
る
よ
う
な
場
合
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
旧
債
務
が
存
続
す
る
余
地
は
な
く
更
改
は

一
体
型
絶
対
効
を
も
た
ら
す
こ
と
に

な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
前
提
に
あ
る
の
は
債
務
者
相
互
間
の

一
体
的
な
団
体
関
係
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
目
的
物
ば
か
り
で
な
く
、
消
費

貸
借
や
売
買
と
い
っ
た
債
務
原
因
を
同
じ
く
す
る
場
合
と
は
、
団
体
関
係
を
意
味
す
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る

(成
立
局
面
に
お
け
る

団
体
関
係
に
つ
い
て
詳
し
く
は
第
九
項
第

一
款
第
二
目
)
。
そ
う
い
っ
た
団
体
関
係
を
広
義
の
連
合
債
務
の
成
立
要
件
と
し
た
こ
と
が
更
改
の
効
果
に
繋

が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
保
証
債
務
の
原
因
は
保
証
契
約
で
あ

っ
て
主
債
務
の
原
因
と
は
異
な
る
か
ら
、
保
証
人
の
更
改
に

よ
っ
て
主
債
務
に
効
果
が
及
ぶ
必
然
性
は
な
い
。

2 

合
意
の
相
対
効
原
則
と
の
関
係

更
改
に
よ
っ
て
相
連
帯
債
務
者
が
解
放
さ
れ
る
な
ら
ば
、
理
論
的
に
は
合
意
の
相
対
効
原
則
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
き
ボ

ワ
ソ
ナ
ド
の
説
明
は
な
い
が
、
相
互
代
理
を
理
由
に
す
れ
ば
原
則
に
抵
触
し
な
い
。
そ
う
い

っ
た
説
明
は

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
も
あ

っ
て、

フ
ラ
ン
ス
法
が
相
互
代
理
を
使
っ
て
合
意
の
相
対
効
原
則
を
回
避
し
た
の
だ
と
捉
え
た

(北
法
四
七
巻
六
号
一
・七
三一一丁
四
頁
、
一
七
三

前
章
で
は
、
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九
l
囚
O
頁
、
四
八
巻
六
号
一
三
四
六
頁
、

二
二
六
二
頁
)
。

し
か
し
、
改
め
て
別
の
観
点
か
ら
考
え
る
と
、
違
う
理
解
も
可
能
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
債
務
者
の
交
替
に
よ
る
更
改
に
つ
い
て
、

フ
ラ
ン
ス
法
で
は
新
た
な
債
務
者
と
債
権
者
間
で
更
改
を
合
意
す
れ
ば
足
り
、
旧

債
務
者
の
承
諾
を
要
し
な
い
(
フ
ラ
ン
ス
民
法

一二
七
四
条
「
新
債
務
者
が
入
れ
替
わ
る
こ
と
に
よ
る
更
改
は
、
旧
債
務
者
の
協
力
な
し
に
効
力
を
生
ず
る
」
)
。
こ
の
説

明
は
ポ
チ
エ
以
来
一
貫
し
て
お
り
、
第
三
者
弁
済
は
債
務
者
の
意
思
と
は
無
関
係
に
成
立
す
る
の
で
あ
っ
て
(
フ
ラ
ン
ス
民
法

二
三
六
条
二
項

「
債
務
に
利
害
関
係
の
な
い
第
三
者
で
あ
っ
て
も
弁
済
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
債
務
者
の
名
で
債
務
者
に
よ
る
履
行
と
し
て
な
す
か
、
ま
た
は
自
己
の
名
に
お
い
て
債
権
者
に
代

位
し
な
い
も
の
と
し
て
な
す
こ
と
を
要
す
る
」
)
、
更
改
で
も
同
じ
こ
と
が
当
て
猷
る
か
ら
だ
と
い
う

(Ezq-OF--Z52・3
ご山
-p
p
宝
七
E
ヨ2
0
F
「
唱
虫
-

唱。広島
g

ヨ2
5
・-
u
g
E
己凶司
NJ『
a
・0
C
E
ロ【O
P
三
N
E
凶CA
山古品
NO--叫
4
0己
-HOF
〈。
-A
宇戸司
R
2
0
コM
叶凶司
NN0
・玄。ロユ
02
・【
N
D
-
凶唱∞司斗一
wu-
〉ロ
σ
ミ
E
同

E
L
A
H
司M-
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O冒
h
f
「

E
5
2
・

一九世紀フランスj去における連帯債務と保証 (6) 

こ
∞
乙
ON
司凶
N
凶l
p
u
g
g
円P
G
P
N
M
M
E
D
a
l
N
F
R
O
E
E
W『
P
S
E
-
-
2
=
-
J
N
P
5
5
&
・【・
2
・ゴ
N
Z
F
E
E
L
∞コご
ε
5
)
O

す
な
わ
ち
、
更
改
の
合
意
が

成
立
す
る
と
、
旧
債
務
者
の
承
諾
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
新
債
務
者
が
合
意
を
見
直
し
て
、
旧
債
務
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
あ
っ
て
、
更
改
は
第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
で
は
な
い
と
と
も
に
、
合
意
の
相
対
効
原
則
に
対
す
る
例
外
に
あ
た
る
と
い
う
の
で
あ
る

(U
o
ョ。
-oEF0
・円一N∞
ロ凶〔}凶ム司
M-
凶'ad
の。-ヨ
E
ι
o
∞自百司
0
・5
2
M
M
N日
Uz--】司
#
C
斗∞
一国
自己ミ
F
R
E
E
5
コ0
2
回
同
色

0
・
こ
品
ロ
-
三
令
斗
司
Na'
∞)。

こ
の
説
明
が
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
は
、
単
純
な
二
当
事
者
聞
の
債
務
を
更
改
す
る
場
合
で
あ
る
が
、
そ
の
考
え
方
は
連
帯
債
務
の
更
改

に
も
通
用
す
る
。
す
な
わ
ち
、
更
改
に
よ
っ
て
解
放
さ
れ
る
旧
債
務
者
の
承
諾
は
不
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
は
合
意
の
相
対
効
原
則
に

対
す
る
例
外
に
あ
た
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
連
帯
債
務
者
の
一
人
が
更
改
し
た
場
合
に
相
連
帯
債
務
者
が
解
放
さ
れ
る
の
も
、
合
意
の
相
対

効
原
則
に
対
す
る
例
外
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
更
改
の
性
質
だ
と
考
え
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
よ
う
に
、
法
律
構
成
の
た
め
に
相

互
代
理
を
も
ち
だ
す
こ
と
は
不
要
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
合
意
の
相
対
効
原
則
に
対
す
る
例
外
だ
と
理
解
し
た
ほ
う
が
素
直
で
あ
る
。
と
い
う

ロ
オ
マ
法
で
は
更
改
が
問
答
契
約
で
あ
っ
た
た
め
に
相
対
効
原
則
の
射
程
外
に
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
歴
史
の
連
続
性
の
な
か
で
更
改

の
は
、
の
効
果
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
(
北
法
四
七
巻
六
号

一七
三
九
l

四
O
頁
参
照
。
更
改
の
法
律
構
成
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
法
が
相
互
代
事
官
考
え
て
い
た

北法50(3・87)479



説

と
指
摘
し
た
部
分
(
北
法
四
八
巻
六
号

一三
四
六
頁
、

一三
六
二
頁
)
を
撤
回
す
る
。
但
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
理
論
構
成
の
問
題
で
あ
っ
て
、
連
帯
債
務
の
更
改
が

一
体
型
絶

北法50(3.88)480

対
効
を
も
た
ら
す
実
質
的
な
理
由
に
つ
い
て
は
、

一
体
的
な
団
体
関
係
に
着
目
し
た
も
の
だ
と
考
え
る
)。

論

そ
し
て
、
右
の
発
想
は
旧
民
法
に
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
債
務
者
交
替
の
場
合
に
は
旧
債
務
者
の
承
諾
が
な
く
と
も
更
改

が
成
立
す
る
と
し
て
い
る
(
財
産
編
四
九
六
条

一
項
)
。
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
の
説
明
は
な
い
が
、
註
釈
書
で
は
、
第
三
者
弁
済
に
債
務
者
の
承
諾
を
要

し
な
い
の
と
同
じ
だ
と
し
て
い
る
(
富
井

『論
綱
下
巻
」
二
六
二
頁
)
。

(l
)
更
改
内
容
に
疑
い
が
あ
れ
ば
、
旧
民
法
は
保
証
債
務
だ
け
を
更
改
し
た
と
推
定
す
る

(
財
産
編
五
O
二
条
)
。

ボ
ワ
ソ
ナ
ド
に
よ
れ
ば
、
債
権
者

と
保
証
人
間
で
主
債
務
を
更
改
で
き
る
け
れ
ど
も
、
通
常
は
保
証
債
務
だ
け
を
更
改
す
る
意
思
だ
と
い
う

(司
墨
色
己
ロ

u
s
Z淳
史
官

oa己
1
a

a
)
。
ま
た
註
釈
書
で
は
、
権
利
の
放
棄
は
推
定
さ
れ
な
い
と
い
う
原
則
が
働
く
と
す
る

(富
井

『論
綱
下
巻
』
二
七
四
頁
、
梅

『債
権
担
保
論
第
二
冊
』一一一

二
五
頁
)
O

(
2
)
既
述
の
よ
う
に
、
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
通
説
は

で
E
E円四
己
刊
号
再
開

(
依
務
単
一
性
)
を
給
付
の

一
倍
額
性
の
意
味
で
用
い
て
い
る

(北
法
四
八
巻
六

号
二
二
六
四
頁)。

し
か
し
、
前
章
で
は
詰
め
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
本
文
で
示
す
よ
う
に
、
そ
の
背
後
に
は

一
体
的
な
団
体
関
係
の
発
想
が

あ
る
。

(3)
単
純
二
当
事
者
関
係
が
複
数
の
場
合
と
連
合
債
務
の
場
合
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。
共
有
物
の
売
却
が
買
一
戻
特
約

付
で
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
各
売
主
は
自
己
の
持
分
に
つ
き
買
戻
を
請
求
で
き
る

二
六
六
八
条
、

二
ハ七

一
条
一
項
)
。
そ
の
買
一
戻
請
求
の
効

果
は
、
共
有
物
売
却
が
同
一
の
契
約
で

(
E
E
E
C-
8
25
【)
連
合
し
て
な
2
2
5
2
2
3
売
却
し
た
か
否
か
で
異
な
る
。
も
し
連
合
が
あ
れ
ば
、

買
主
は
相
売
主
を
召
喚
し
て
、
物
全
体
の
買
戻
に
付
き
協
議
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
(
一
六
七
O
条
)
。
し
か
し
連
合
が
な
け
れ
ば
、
買
主
は
物
全

体
の
買
戻
を
請
求
で
き
な
い

(
一
六
七
一
条
二
項
)
。

こ
う
い
っ
た
違
い
が
生
ず
る
の
は
、
売
却
時
に
お
け
る
連
合
に
よ
っ
て
、
物
全
体
が
不
可
分

で
あ
る
か
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る

(U
O
E
O-o
s
t
o
-
己
ED
--
Y
H
Z
a
∞
agaミ
E
2
2
5
2
0
2
E
a
p
こ
凶
コ
ニ
ご

も
合
自由)
O

こ
の
説
明
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
広
義
の
連
合
債
務
で
は
債
務
者
側
の

一
体
的
な
団
体
関
係
を
想
定
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
全
部
義
務

の
位
置
づ
け
が
問
題
に
な
る
。
学
説
で
は
全
部
義
務
の
更
改
を
相
対
効
と
す
る
見
解
が
あ
っ
て

(北
法
四
八
巻
六
号
一
三
六
五
頁
)
、
こ
れ
を
と
る
と



目
的
物
が
異
な
っ
て
い
て
も
給
付
の

一
倍
額
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
広
義
の
連
合
債
務
で
は
な
い

つ
い
て
は
本
文
で
後
述
す
る
)
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
将
来
の
課
題
と
し
た
い
。

(4
)
こ
れ
は
ポ
チ
エ
の
説
明
を
受
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
説
明
を
受
け
継
が
な
か

っ
た
点
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ポ
チ
エ
は
原
因
の
同

一
性
の
中
身
と
し
て
債
務
権
原

(
H
債
権
証
書
)
の
点
で
の
同

一
性
を
要
求
し
、
ま
た
原
因
を
異
に
す
る
二
つ

の
債
務
が

一
回
の
弁
済
で
同
時
に
消

滅
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る

(北
法
四
七
巻
五
号
一

二
二
八
|
一一一一

一頁)。

(こ
の
点
の
論
理
に

第
四
項

代
物
弁
済

一九世紀フランスj去における述滞債務と保証 (6) 

代
物
弁
済
に
お
け
る
問
題
は
、
給
付
物
に
つ
い
て
債
権
者
が
追
奪
を
受
け
た
場
合
の
法
律
関
係
で
あ
っ
て
、
具
体
的
に
は
代
物
弁
済
の
当

事
者
間
に
お
け
る
法
律
関
係
と
相
債
務
者
へ
の
効
力
と
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
当
事
者
聞
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
代
物
弁
済
に
売
買

・
交
換
の

規
定
を
準
用
す
る
こ
と
で

(財
産
編
四
六

一
条
)、
追
奪
担
保
責
任
に
関
す
る
諸
規
定

(財
産
取
得
編
五
六
条
以
下
、
一
O
八
条
)
を
適
用
す
る
百
三
E
L

3
・
合
同
司
凶
吋

O
f
-
-
開
討
唱
。
ω品
目

M
唱

-aaa)。

相
債
務
者
へ
の
効
力
に
関
連
し
て
、
旧
民
法
は
代
物
弁
済
を
更
改
と
看
倣
し
て
い
る

(財
産
編
四
六
一
条
)
O

こ
れ
に
よ
っ
て
保
証
債
務
や
抵

(I
)
 

当
権
は
消
滅
し
、
追
奪
担
保
責
任
も
及
、ば
な
い
こ
と
に
な
る

3
2
2
2
3司・3
0
2
2
5
て
g
-安司
0
5
S怠
Z
E
E
-吋
お
よ
び
ボ
ワ
ソ
ナ
1
ド・

八
三
九
l
四
O
頁)。

こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
第

一
説
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
る

(北
法
四
七
巻
六
号

一
七
四
六
頁
参
照)。

そ
う
す
る
と
、
更
改
の

場
合
に
も
同
様
に
考
え
て
、
更
改
後
の
新
債
務
が
不
履
行
で
あ

っ
て
も
、
相
連
帯
債
務
者
や
保
証
人
の
債
務
は
復
活
し
な
い
と
考
え
る
の
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
註
釈
書
で
は
立
法
論
と
し
て
の
批
判
も
あ
り
、
更
改
は
新
債
務
を
発
生
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
代
物
弁
済
と
は
異
な
る
と

批
判
し
て
い
る

(富
井

『論
綱
下
巻
で

二
九
頁)。

こ
の
批
判
は
現
行
法
の
説
明
に
繋
が
っ
て
い
る

(次
節
第
四
項
註

(I
)
参
照
)。
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説

(1)
更
改
契
約
の
取
消
に
よ
っ
て
保
証
債
務
が
復
活
す
る
と
い
う
説
明
も
あ
る
が

(ボ
ワ
ソ
ナ
l
ド
・
八
四
O
頁
)
、
こ
れ
は
意
思
表
示
の
椴
抗
に
よ
る

取
消
等
を
考
え
た
も
の
で
あ
ろ
う

(
更
改
契
約
の
無
効
取
消
に
つ
い
て
は
財
産
編
四
九
四
条
お
よ
び
司

2
2
-
N
p
u
s
E∞∞・汗開
ζ

2
合
日
も
な
凶
参
照
)。

し
か

し
追
奪
の
場
合
に
つ
い
て
、

註
釈
書
で
は
抵
当
権
の
復
活
を
認
め
る
も
の
が
あ
る

(宮
城

『巻
之
二
』
三
五
二
頁
、
三
五
六
l
八
頁。

し
か
し
、

多
く
の
註

釈
蓄
は
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
の
説
明
を
引
き
写
し
て
い
る
。
磯
部

『第
九
編
』一

九
九
O
l
二
頁
、
掘
ほ
か

『第
四
冊
』一

六
一
七

二
O
頁
、
井
上

『巻
之
二』

四
九
l
五
一
頁
、

宮
城

『巻
之
一
』
二
八
O
l
二
頁)。

墨色
口問

第
五
項

債
務
免
除

第

款

連
帯
債
務
の
場
合

連
帯
債
務
者
の

一
人
が
免
除
を
受
け
る
と
、
合
意
内
容
に
よ

っ
て

一
体
型
ま
た
は
負
担
部
分
型
の
効
力
を
生
ず
る
が
、
特
段
の
留
保
が
な

い
限
り

一
体
型
と
な
る

(財
産
編
五
O
六
条
二
項
)。
こ
こ
で
は

一
体
型
を
原
則
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
検
討
し
た
う
え
で

(l
)
、

一
体
型
の
場
合

と
負
担
部
分
型
の
場
合
に
わ
け
で
免
除
の
合
意
内
容
と
効
果
と
の
関
係
を
み
る

(2
、
3
)。

一
体
型
の
場
合
に
は
、
理
論
的
な
問
題
と
し
て

合
意
の
相
対
効
原
則
と
の
関
係
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

な
お
、

フ
ラ
ン
ス
法
は
明
示
の
免
除
と
は
別
に
黙
示
の
免
除
を
定
め
て
お
り
、
黙
示
の
免
除
が
あ
れ
ば

一
体
型
絶
対
効
を
生
ず
る

(北
法

四
八
巻

一
号
六

証
等

の
場
合
に
お
け
る
効
力
に
つ
い
て
は
規
定
し
て
い
な
い
。

北法50(3.90)482



一
体
型
絶
対
効
を
原
則
と
し
た
理
由(l
)
 

一
体
型
を
原
則
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

(3
)
 

す
る
(
司
2
2
0
M
コ凶
∞
N
S
円

on-
-E
C)。
そ
の
ほ
か
に
、
共
同
保
証
人
の

一
人
に
対
す
る
免
除
と
の
対
比
で
、
債
務
者
間
の
団
体
関
係
や
相
互
代

l 

(
2
)
 

ロ
オ
マ
法
に
お
け
る
要
式
免
除
契
約
の
効
果
を
単
な
る
免
除
約
束
に
認
め
た
も
の
だ
と
説
明

理
に
着
目
し
た
説
明
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
連
帯
債
務
の
場
合
に
は
同

一
の
契
約
に
よ
る
し、

も
し
そ
う
で
な
い
に
し
て
も
相
互
の
関
係
が

「
極
メ
テ
大
」

(緊
密
の
意
味
で
あ
ろ
う
)
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
共
同
保
証
の
場
合
に
は
契
約
は
複
数
あ
っ
て
相
互
の
関
係
も
重
大
で
な
い
。
そ
(4
)
 

し
て
、
連
帯
債
務
に
お
い
て
は
弁
済
に
関
す
る
代
理
関
係
が
認
め
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
共
同
保
証
に
つ
い
て
は
代
理
関
係
が
な
い
と
い
う

(
ボ
ワ
ソ
ナ
l
ド・

一
O
五
四
五
頁
。
同
旨
、
堀
ほ
か

『第
五
冊
』
一七
八
三
|
四
頁
)
。

」
の
よ
、
つ
に
、

一
体
型
を
原
則
と
し
た
の
は
、

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (6) 

ロ
オ
マ
法
に
お
け
る
要
式
免
除
契
約
の
考
え
方
や
団
体
関
係
、
相
互
代
理
に
着
目
し
た
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
議
論
を
想
起
さ
せ
る
が

(北
法
四
八
巻
一
号
三
人
1

四
一頁
参
照
)
、
債
務
者
相
互
間
の
緊
密
な
関
係
を
相

一
体
型
を
原
則
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
フ
ラ
ン
ス
で

E
代
理
と
並
列
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る

(第
九
項
第

一
款
第

一
目
1
9ω
参
照
)。

ま
た
、

は
理
論
的
な
批
判
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
批
判
を
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
考
慮
し
て
い
な
い

(こ
れ
は
共
同
保
証
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
第
三
款
3
)
。
こ
の

点
で
旧
民
法
に
対
す
る
批
判
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

五
O
六
条
二
項
は
「
棄
権
ハ
推
定
セ
ス
」
と
の
原
則
に
反
す
る
し
、
債
権
者
の
権
利
を

強
固
に
す
る
と
い
う
連
帯
の
趣
旨
に
も
反
す
る
と
批
判
さ
れ
て
い
る

(富
井

『論
綱
下
巻
』
二
八
八
頁。

北
法
四
八
巻
一
号

二
二
頁
註

(6
)
参
照
)。

2 

一
体
型
絶
対
効
あ
る
免
除
に
お
い
て
、
効
力
が
全
員
へ
及
ぶ
理
由

免
除
に
さ
い
し
て
留
保
な
く
ば
一
体
型
絶
対
効
を
生
ず
る
。
こ
こ
で
は
免
除
の
合
意
内
容
と
効
力
論
の
関
係
が
問
題
に
な
る
け
れ
ど
も
、

そ
れ
に
つ
き
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
説
明
し
な
い
。
留
保
が
あ
る
場
合
と
の
対
比
か
ら
い
っ
て
、
債
務
者
全
員
を
解
放
す
る
内
容
だ
と
考
え
て
い
る

の
だ
ろ
、
つ

(一

九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
に
つ
き
、
北
法
四
八
巻

一
号
四
五
頁
参
照
)
。
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説

一
体
型
の
効
力
は
合
意
の
相
対
効
原
則

(
財
産
編
三
四
五
条
)
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
特
に
説
明
は
な
く
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
一
般
論
と
し
て
合
意
の
相
対
効
原
則
に
は
例
外
が
あ
る
と
い
う
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

3
2
2
c
z
a
Z
Z
M
-
2
・安司

0
5
U
1
3占
)。

こ
れ
に
つ
い
て
は
二
通
り
の
理
解
が
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ

の
種
の
免
除
を
要
式
免
除

実
質
的
な
問
題
と
は
別
に
理
論
的
な
問
題
も
あ
り
、

論

契
約
と
同
じ
弁
済
擬
制
だ
と
捉
え
れ
ば
、
合
意
の
相
対
効
原
則
に
対
す
る
例
外
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
し
、
免
除
の
効
力
を
相
互
代
理
で
説

明
し
て
い
た
と
も
い
え
る

(前述
1
参
里
。
相
互
代
理
は
債
務
者
相
互
の
利
益
に
お
い
て
も
働
く
の
で
あ
る
か
ら
(
債
権
担
保
編
五
二
条
一
項
)
、
代

(5) 

理
の
構
成
を
用
い
る
こ
と
で
合
意
の
相
対
効
原
則
に
抵
触
し
な
い
こ
と
に
な
る
(
同
旨
、
富
井

『論綱
上
巻
』一

一六
三頁)。

3 

負
担
部
分
型
絶
対
効
の
理
由

免
除
の
さ
い
に
留
保
を
し
て
も
、
相
債
務
者
に
対
す
る
請
求
は
被
免
除
者
の
負
担
部
分
を
控
除
し
た
残
部
に
限
ら
れ
る

(財
産
編
五
O
六
条
二

項
但
書
)
。
こ
こ
で
想
定
し
て
い
る
の
は
相
債
務
者
に
対
す
る
権
利
の
全
部
を
留
保
し
た
場
合
で
あ
っ
て

3
2
2
己
ロ凶
∞
M
18
・
安
吉
弘
己
主
主
、

留
保
に
も
拘
わ
ら
ず
負
担
部
分
の
限
度
で
権
利
行
使
が
制
限
さ
れ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
に
、
負
担
部
分
型
絶
対
効
は
求
償
権
侵
害
に
対

す
る
制
裁
だ
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

権
利
行
使
が
制
限
さ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
も
し
制
限
が
な
い
と
被
免
除
者
は
求
償
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
、
免
除
が
な
い
の
と
同

じ
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
と
説
明
し
て
い
る

(ボ
ワ
ソ
ナ
ド
・

一
O
四
五
頁
。
同
旨
、
富
井

『論
綱
下
巻
』
二
八
八
l
九
頁
、
堀
ほ
か
「
第
五
冊
』

一七
六
二

三

頁)。

註
釈
書
で
は
、
相
債
務
者
の
負
担
が
増
え
る
の
を
回
避
す
る
た
め
だ
と
い
う
説
明
も
あ
る

(
磯
部
『
第
十
編
」
一
二
八
八
頁
)
。

こ
れ
ら
は
、

フ
ラ
ン
ス
で
示
さ
れ
た
制
度
趣
旨
の

a
b
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る

(北
法
四
八
巻

一
号
五
二
頁
)
O

し
か
し
、
被
免
除
者
は
求
償
義
務
を
完
全
に
免
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
は
負
担
部
分
の
具
体
的
な
意
味
に
関
係
し
て
お
り
、
求
償
関

係
に
お
け
る
被
免
除
者
の
負
担
部
分

(
真
の
負
担
部
分

Z
E
号
=
0
)

が
頭
割
で
計
算
し
た
範
囲

(頭
割
分
一

3
E
5
5
を
超
過
す
る
場
合
に
生
ず
る

北法50(3・92)484



問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
債
権
者
が
真
の
負
担
部
分
に
つ
き
善
意
で
あ
れ
ば
頭
割
分
を
基
準
と
し
て
負
担
部
分

型
絶
対
効
が
生
じ
て
、
真
の
負
担
部
分
と
の
差
額
に
つ
い
て
は
被
免
除
者
に
求
償
義
務
を
課
し
て
い
た
(
北
法
四
八
巻

一号
五
四
六
O
頁
)
。
ボ

ワ
ソ
ナ
ド
も
頭
割
分
ま
た
は
真
の
負
担
部
分
に
つ
き
相
債
務
者
は
解
放
さ
れ
る
と
し
た
う
え
で

3
2
2
己
己
紹

1
8・
安
吉
士
e
N
2
3
)、
そ
れ
(6
)
 

を
債
権
者
の
善
意
・
悪
意
に
よ
っ
て
分
け
、
債
権
者
が
善
意
で
あ
る
た
め
に
頭
割
分
が
基
準
に
な
る
場
合
に
は
別
に
求
償
権
を
認
め
る

百
三
巴
己
ロ
S

M

司U
G
H
-
開

ζ
。ω品
目

N

司E
M

凶
ふ
こ
れ
に
つ
き
フ
ラ
ン
ス
で
は
も
っ
と
細
か
い
議
論
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
善
意

・懇
意
の問
題
だ
け
に
一言
及
す
る
)
。

こ
の
よ
う
に
、
免
除
に
お
い
て
は
負
担
部
分
に
関
す
る
債
権
者
の
認
識
を
考
慮
す
る
こ
と
で
、
そ
の
利
益
に
配
慮
し
て
い
る
。
同
じ
負
担
部

分
型
で
あ
っ
て
も
、
相
殺
や
混
同
と
は
利
益
調
整
の
方
法
を
異
に
す
る
の
で
あ
る

(
第
六
項
2
①
、
第
七
項
1
参照)。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (6) 

第

款

主
債
務
者
に
対
す
る
免
除

主
債
務
者
が
免
除
を
受
け
る
と
保
証
人
は
解
放
さ
れ
る
が

(財
産
編
五
O
六
条

一項
)
、
こ
れ
は
保
証
の
附
従
性
に
よ
る
(
ボ
ワ
ソ
ナ
l
ド
・
一O
四

四頁
。
同旨、

富
井

『論
綱
下
巻
』二
八七
頁
、
機
部

『第
十
編
』
一
二

八
六
頁
、
旧制ほか

『第
五
冊
』一

七
六
O
頁
、
井
上

『巻
之
一
一
』
二
三
六
頁
。
な
お
、

P
ε
E
己
ロ
凶
お

2
5
F
E士
山
司
・
斗
お
で
は
、
明
白
だ
と
い
う
に
と
ど
ま
る
)。

註
釈
書
で
は
、
も
し
保
証
人
が
解
放
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
求
償
に
よ
り
免
除
の
実
効
性

が
な
く
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
が
あ
る

(掘
ほ
か

『第
五
冊
」一

七
六
O
|

一頁
)。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
保
証
人
に
対
す
る
留
保
の
効
力
や
私
的

(7
)
 

整
理
に
お
け
る
免
除
の
効
力
が
議
論
さ
れ
た
が
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
こ
れ
ら
に
言
及
し
な
い
。

第
三
款

保
証
人
に
対
す
る
免
除

北法50(3.93)485



説

保
証
人
が
免
除
契
約
を
結
ん
だ
場
合
に
つ
い
て
は
、
免
除
の
対
象
が
主
債
務
で
あ
る
と
き
と
保
証
債
務
で
あ
る
と
き
を
定
め
た

(財
産
編
五

O
七
条
、
五

二

条
)
。
し
か
し
、
免
除
内
容
が
明
確
で
な
い
場
合
に
、
ど
ち
ら
が
推
定
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
規
定
が
な
い

(推
定
規
定
を
お
か
な

自命

か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
註
釈
書
で
批
判
が
あ
る
。
梅
『債
権
担
保
論
第
二
冊
』一
一一
一一
七
|
八
頁
)
。

1 

免
除
内
容
に
関
す
る
解
釈
方
法

免
除
の
対
象
が
主
債
務
か
保
証
債
務
か
、
そ
れ
を
決
め
る
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、

一
方
が
原
則
で
他
方
は
例
外
と
い
う
関
係
は
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
、
債
権
者
の
意
思
を
基
準
と
し
て
免
除
内
容
が
決
ま
る
と
い
う
に
と
ど
ま
る
百
五
旦
己

p
u
g
-
N
f

開雪印私

己
古
お
同
旨
、

磯
部
『第
十
編
』
一
二

九
O
頁)。

註
釈
書
で
は
、
保
証
人
に
対
し
て
主
債
務
を
免
除
す
る
こ
と
は
実
際
上
稀
で
あ
る
し
、
理
論
的

に
も
権
利
の
放
棄
は
限
定
解
釈
す
べ
き
だ
か
ら
、
主
債
務
に
つ
い
て
の
免
除
で
あ
る
た
め
に
は
、
そ
の
意
思
が
明
瞭
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る

と
し
て
い
る
(
富
井

『論
綱
下巻
』
二
九
一
|
二
頁
0

フ
ラ
ン
ス
に
同
様
の
議
論
が
あ
る
。
北
法
四
八
巻

一号
九
四
五
頁
参
照
)
。

2 

主
債
務
を
免
除
す
る
場
合
の
問
題

債
権
者
が
主
債
務
を
免
除
す
れ
ば
主
債
務
者
や
相
保
証
人
も
解
放
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
合
意
の
相
対
効
原
則

(財
産
編
三
四
五
条
)
と
の
理

論
的
な
関
係
が
問
題
と
な
る

(第一

款
2
参
照
)。
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
に
よ
れ
ば
、
保
証
人
が
主
債
務
者
の
受
任
者
ま
た
は
事
務
管
理
者
で
あ
る
た
め

に
、
主
債
務
者
に
対
す
る
免
除
の
意
思
表
示
を
受
領
す
る
権
限
が
あ
る

(司2
2【

N
Z∞
J
e
E
u
安
吉
弘
己
主
品
工
同
旨
、
磯
部
『第
十
編
』一一一

九
一l

二
頁
、
堀
ほ
か

『第
五
冊
』
一七
六
六
頁
、
井
上

『巻
之
一
一
』
二
三
九

四
O
頁
、
富
井
『論
綱
下
巻
』二
八
九
九
O
頁
。一

九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
につ

い
て
は
北
法
四
八
巻

一

号
九
五
l
七
頁
参
照
)
O
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3 

保
証
債
務
を
免
除
す
る
場
合
の
問
題

免
除
の
対
象
が
保
証
債
務
で
あ
れ
ば
主
債
務
者
は
解
放
さ
れ
な
い

(財
産
編
五
二
条
一
文
)
。
註
釈
書
で
は
、
担
保
が
な
く
と
も
主
債
務
は

存
続
で
き
る
か
ら
だ
と
説
明
す
る

(磯
部

「第
十
編
』
二
二
O
七
頁
、
堀
ほ
か

『第
一五
冊
』
一七
八

一
二
頁
。

こ
れ
は

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
と
同
じ
で
あ
る
。
北
法
四

八
巻

一号
九
四
頁
参
照
)
。

そ
の
一
方
で
、
相
保
証
人
へ
の
効
力
に
つ
い
て
は
保
証
連
帯
の
有
無
に
応
じ
て
異
な
り
、
保
証
連
帯
の
関
係
が
な
け
れ
ば
負
担
部
分
型
で

あ
る
が

(財
産
編
五
二
条
二
文
)
、
保
証
連
帯
の
関
係
が
あ
れ
ば
連
帯
債
務
に
関
す
る
規
定
が
準
用
さ
れ
て
(
財
産
一
編
五
二
条
三
文
)
原
則
は

一
体

型
で
、
留
保
に
よ
っ
て
負
担
部
分
型
と
な
る
。
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
保
証
連
帯
に
よ
っ
て
一
体
型
が
原
則
と
な
る
理
由
、
お
よ
び
相

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (6) 

対
効
と
な
る
は
ず
の
場
合
に
負
担
部
分
型
と
な
る
理
由
で
あ
る
。
個
別
に
検
討
し
よ
う
。

保
証
連
帯
に
よ
っ
て

一
体
型
が
原
則
と
な
る
の
は
、
保
証
人
相
互
間
の
緊
密
な
関
係
な
ど
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
保
証

連
帯
の
関
係
が
な
い
場
合
に
そ
れ
が
原
則
で
な
い
の
は
、
保
証
人
相
互
間
に
緊
密
な
関
係
や
代
理
の
関
係
が
な
い
か
ら
で
あ
る

(
第
一
款
と
。

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
で
も
同
旨
の
学
説
は
あ
る
が
、

一
体
型
の
原
則
を
疑
問
視
す
る
立
場
か
ら
批
判
を
受
け
て
い
る

(
北
法
四
八
巻
一
号
一

0
0

一官
貝)。
し
か
し
、

緊
密
な
関
係
を
考
慮
し
て
い
る
の
は
一
体
型
を
原
則
と
す
る
か
否
か
と
い
う
局
面
で
あ
っ
て
、
緊
密
な
関
係
が
な
い
と
し
て
も

相
対
効
で
は
な
く
負
担
部
分
型
と
な
る
。
こ
れ
は
相
保
証
人
の
求
償
期
待
を
保
護
し
た
も
の
で
あ
っ
て

(
第
一
款
3
)
、
具
体
的
に
は
契
約
時

(8) 

に
お
け
る
期
待
で
は
な
く
、
免
除
時
に
お
け
る
期
待
を
保
護
す
る
。
こ
の
問
題
は
、
免
除
を
受
け
た
保
証
人
の
保
証
契
約
と
相
保
証
人
の
契

約
が
前
後
す
る
場
合
に
生
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
免
除
時
に
お
け
る
求
償
期
待
を
保
護
す
る
の
で
あ
れ
ば
契
約
時
期
の
前
後
関
係
は
問
題
に

な
ら
な
い
。
こ
れ
と
同
じ
考
え
方
は
フ
ラ
ン
ス
に
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
少
数
説
で
あ
る
。
多
数
説
が
保
護
す
る
の
は
契
約
時
に
お
け
る
期

待
で
あ
っ
て
、
後
行
保
証
人
が
免
除
を
受
け
て
も
先
行
保
証
人
は
解
放
さ
れ
な
い
と
し
て
い
た
(
北
法
四
八
巻

一
号
一
O

一
1

九
頁
)
。
ボ
ワ
ソ
ナ
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説

ド
は
、
負
担
部
分
型
の
免
除
に
つ
い
て
、
契
約
時
に
求
償
期
待
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
の
団
体
関
係
を
度
外
視
し
た
の
で
あ
る
。

右
の
理
由
か
ら
保
証
連
帯
の
関
係
が
な
い
場
合
に
は
負
担
部
分
型
に
な
る
が
、
こ
の
点
を
批
判
す
る
註
釈
書
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
分
別

(9
)
 

利
益
に
つ
き
旧
民
法
は
当
然
分
割
主
義
を
と
る
か
ら

(
僚
機
担
保
編
二
三
条
。
フ
ラ
ン
ス
法
に
つ
い
て
は
北
法
四
八
巻

一
号
=
一
六
|
八
頁
註
(
幻
)
口
、
ニ
、
ホ

北法50(3・96)488

吾ふ
H間

参
照
)
、
免
除
の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
保
証
人
の
義
務
は
各
自
の
負
担
部
分
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
保
証
連
帯
の
関
係
が
な
い
場
合
に
関
す

る
規
定
は
「
無
用
ノ
賛
文
」
だ
と
批
判
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
(
磯
部

『
第
十
重
二
二
O
七
l
九
頁
)
。
し
か
し
、
単
純
保
証
人
が
複
数
い
る
と
き

だ
け
で
な
く
、
連
帯
保
証
人
が
複
数
の
と
き
に
も
分
別
の
利
益
が
な
い
の
だ
か
ら
(
債
権
担
保
編
二
三
条

一
項
)
、
財
産
編
五

一
一
条
二
文
は
そ
れ

を
対
象
と
し
た
も
の
だ
と
い
え
る
。

(l
)
財
産
編
五
O
六
条
二
項
は
一
体
型
絶
対
効
を
原
則
と
し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
一
二
八
五
条
と
異
な
り
、
原
則
を
破
る
た
め
の
留
保
に

つ
き

明
示
を
要
求
し
な
い
。
こ
れ
は
意
識
的
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
指
図

(生
血
加
害
S
)
に
つ
い
て
フ
ラ
ン
ス
民
法
は
指
図
に
よ
っ
て

更
改
を
生
ず
る
要
件
と
し
て
、
旧
債
務
者
(
指
図
人
)
の
解
放
を
明
示
す
る
よ
う
債
権
者
に
要
求
し
て
い
る

二
二
七
五
条
)。

旧
民
法
は
こ
れ
を
変

え
て
、
解
放
の
意
思
が
明
確
で
あ
れ
ば
足
り
る
と
し
た
(
財
産
編
四
九
七
条

一
項
一
文
)
。
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
更
改

一
般
に
つ

い
て
は
意
思
の
明
確
さ
だ
け
を
要
件
と
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
指
図
に
つ
い
て
も
こ
れ
に
合
わ
せ
る
べ
き
だ
と
い
う

3
5
2
己
己
宏
玄
室
)
。
そ

こ
で
論
じ
て
い
る
指
図
の
問
題
は
免
除
の
場
合
と
異
な
り
、
(
旧
)
債
務
者
を
解
放
す
る
か
と
い
う
点
で
は
情
況
が
逆
で
あ
る
。
し
か
し
、
意
思

の
明
示
を
要
求
す
る
か
と
い
う
点
で
は
類
似
す
る
の
で
あ
っ
て
、
同
じ
発
想
を
と
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

(
2
)
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
次
の
よ
う
に
い
う
。「
:
・
ロ
オ
マ
法
で
は
債
務
免
除
に
二
種
類
あ
っ
た
。
一
つ
は
形
式
の
点
で
制
式
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
債
権
者
は
目
的
物
が
『
受
領
さ
れ
た
も
の
と
す
る
』
(
・
:
)
と
表
示
す
る
。
こ
れ
は
擬
制
弁
済
で
あ

っ
た
0

・:
勿
論
の
こ
と
、
こ
の
免
除

に
よ
っ
て
連
帯
債
務
者
全
員
が
解
放
さ
れ
た
。
も
う

一
つ
は
制
式
な
し
に
『
請
求
し
な
い
」
(
・
:
)
と
い
う
単
な
る
約
束
の
形
で
免
除
す
る
も
の

で
あ
る
。
債
務
者
の
一
人
が
こ
の
約
束
を
す
れ
ば
、
そ
の
負
担
部
分
の
限
度
で
相
債
務
者
は
解
放
さ
れ
た
。
現
代
の
諸
法
律
は
、
要
式
免
除
契

約
の
制
式
や
擬
制
た
る
性
質
を
廃
し
た
。
し
か
し
、
要
式
免
除
契
約
の
広
い
効
果
を
免
除
の
単
な
る
約
束
に
移
し
か
え
た
。
」



ぜj

こ
こ
で
は
擬
制
弁
済
の
性
質
を
廃
し
た
と
し
て
お
り
、

一
体
型
絶
対
効
原
則
の
理
由
と
し
て
、
要
式
免
除
契
約
と
は
違
う
考
え
を
と
っ
て
い

た
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
要
式
免
除
契
約
の
効
果
を
移
し
か
え
た
と
い
っ
て
お
り
、
同
じ
に
考
え
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
の

理
解
は
明
確
で
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
可
能
性
も
あ
る
も
の
と
し
て
検
討
を
進
め
る
。

(3)
本
文
で
紹
介
し
た
部
分
以
外
に
も
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
の
説
明
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
一
体
型
を
原
則
と
す
る
理
由
に
な
っ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、

も
し
免
除
の
効
力
が
負
担
部
分
型
に
と
ど
ま
る
な
ら
ば
、
相
債
務
者
の
な
か
に
無
資
力
者
が
い
た
場
合
に
は
被
免
除
者
は
求
償
権
に
曝
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
あ

っ
て
、
こ

の
結
果
を
避
け
る
べ
き
だ
と
い
う

3
5
0
F
G
Zお
唱
。
ヨ
汗
史
意
怠
己
三
お
山

註
釈
詣
で
も
同
旨
の
説
明
が
み
ら
れ
る
。
堀

ほ
か

『第
五
冊
』一

七
六
一
l
二
頁
、
磯
部

『第
十
編
』一一一

八
六
l
七
頁
、
井
上

「巻
之
二』一一一一一
六
|
七
頁
)
。

し
か
し
こ
れ
で
は
説
明
に
な

っ
て
い
な
い
の

で
あ
っ
て
、
留
保
に
よ
っ
て
負
担
部
分
型
と
な
る
場
合
に
は
、
無
資
力
者
の
た
め
に
被
免
除
者
が
拡
張
し
て
負
担
す
る
は
ず
だ
っ
た
分
に
つ
い

て
も
控
除
の
対
象
に
な
る
と
し
て
い
る
百
三
o
f

乙
己
巴

2
8場
安
吉
弘
己
主
合
同
旨
、
堀
ほ
か

「
第
五
冊
』
一
七
六
三
四
頁
、

井
上

「
巻
之
二
』
一
一
一
一
一
七
|

八
頁
)
。
す
な
わ
ち
、
無
資
力
者
が
い
て
も
被
免
除
者
が
求
償
義
務
を
負
う
可
能
性
は
な
く
、
無
資
力
者
が
い
る
場
合
の
問
題
は
一
体
型
を
原
則

と
す
る
理
由
に
は
な
ら
な
い
。

(
4
)
同
旨
の
も
の
と
し
て
次
の
説
明
が
あ
る
。
連
帯
債
務
の
場
合
に
は
主
た
る
債
務
が
一
個
で
あ
る
か
ら
、
相
債
務
者
に
対
す
る
権
利
の
保
存
に

は
留
保
が
必
要
だ
け
れ
ど
も
、
共
同
保
証
の
場
合
に
は
別
々
の
契
約
に
よ
る
の
だ
か
ら
、
相
保
証
人
に
対
す
る
権
利
の
保
存
に
は
留
保
を
要
し

な
い
と
し
て
い
る

3
5
2
G
ロ
山
お
宮
叶
M
U
'
P
F
3
a
己
七
手
斗
B
F
同
旨
、
堀
ほ
か

『第
五
冊
』一

七
八
二
頁
)
。

(
5
)
不
可
分
債
務
に
つ
い
て
も
免
除
の
効
力
は
連
帯
債
務
と
同
じ
で
あ
っ
て
、
原
則
と
し
て

一
体
型
絶
対
効
を
生
ず
る

(財
産
編
五
O
六
条
三
項
)
。

し

か
し
、
連
帯
債
務
に
つ
い
て
は
相
互
代
理
と
い
う
性
質
か
ら

一
体
型
絶
対
効
を
説
明
で
き
る
と
し
て
も
、
不
可
分
債
務
に
つ
い
て
は
委
任

・
代

理
の
関
係
を
否
定
し
て
い
る
(
例
え
ば
、
甲
&
2
・
ζ

乙
8
1
g
参
照
)
。

こ
の
た
め
に
、
不
可
分
債
務
の
場
合
に
は
合
意
の
相
対
効
原
則
に
対
す
る

例
外
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(
6
)
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
が
債
権
者
の
善
意
・
悪
意
を
区
別
し
て
い
る
の
は
、
可
分
債
務
に
お
け
る
債
務
の
分
割
(
財
産
編
四
四
O
条
)
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、

免
除
に
つ
い
て
は
区
別
の
詳
細
を
明
ら
か
に
し
な
い
。
し
か
し
、

一
般
的
に
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
真
の
負
担
部
分
と
頭
割
分
と
を
意
識
的
に
区
別
し

て
い
る
の
で
あ

っ
て

3
2
2
こ

S
E
盆
(
尽
き
乙
宏
司
N
ヨ

E
Z参
照
)、
免
除
に

つ
い
て
「
頭
割
分
ま
た
は
真
の
負
担
部
分
に
つ
い
て
」
と
述
べ

た
の
は
、
分
別
利
益
の
考
え
方
を
免
除
に
及
ぼ
す
つ
も
り
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る

(共
同
保
証
人
の
分
別
利
益
に
つ
い
て
も
、
頭
割
で
な
い
場
合
に
は
債
権
者

の
承
諾
を
要
求
し
て
い
る
。

p
o』
旦
【
与
コ
凶
∞
司
旬
開

ζ
oa
三
官
民
)。
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説

(
7
)
主
債
務
者
の
破
産
手
続
で
協
諾
契
約
(
強
制
和
議
)
が
成
立
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
明
治
二
三
年
の
旧
商
法
に
よ
れ
ば
、
債
権
者
は
保
証
人
等

に
全
部
を
請
求
で
き
る
(
二
三

5
条
前
段
。
一
八
三
八
年
改
正
後
の
フ
ラ
ン
ス
商
法
五
四
五
条
と
同
様
)
。
こ
の
規
定
を
私
的
整
理
に
も
類
推
で
き
る
か
に

つ
い
て
は
議
論
が
な
い
(
『商
法
草
案
議
事
筆
記
』
商
事
法
務
版
一
八
巻

一
O
八
一
丁
七
頁
、
問
。2
5・
2
z
c民
2
2
E
E
o
Z
1
0
2
2
N
F
E
z
-
R
H
8
E
百
三
リ
o
E
E
g
'

Z
F凶
切
己
・
(
}
∞
∞
品
)
印
凶
凶
十
凶
)
。

(8)
こ
れ
は
、
物
上
担
保
が
放
棄
さ
れ
た
場
合
と
も
平
灰
が
合
う
。
す
な
わ
ち
、
財
産
編
五
一
二
条
は
担
保
保
存
義
務
違
反
抗
弁
を
定
め
、
物
上

担
保
が
放
棄
さ
れ
た
場
合
に
保
証
人
の
免
責
請
求
権
を
認
め
る
。
し
か
し
、
当
初
の
草
案
で
は
放
棄
し
た
担
保
が
保
証
契
約
後
に
設
定
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
保
証
人
の
免
責
を
否
定
し
て
お
り
、
こ
の
点
が
起
草
の
過
程
で
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
る
(
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
担
保

者
相
互
聞
に
お
け
る
求
償
と
そ
の
求
償
期
待
の
保
護
」
西
村
重
雄
編

『日
本
民
法
典
と
西
欧
法
伝
統
』
(
平
成

一一一
年
刊
行
予
定
)
を
参
照
)
。
五
二
一
条
と
異
な
り
、

五
一
一
条
二
文
は
起
草
の
当
初
か
ら
契
約
時
期
の
問
題
を
考
慮
し
て
い
な
い
が
、
五
一
一
一
条
に
関
す
る
変
遷
の
結
果
と
し
て
担
保
保
存
義
務

一

般
に
つ
き
契
約
時
期
で
は
な
く
放
棄
時
期
を
基
準
と
す
る
考
え
方
が
確
立
し
た
と
い
え
る
。

(9)
分
別
利
益
に
関
す
る
旧
民
法
の
特
色
は
二
点
あ
り
、
当
然
分
割
主
義
を
と
る
と
と
も
に
、
保
証
契
約
の
時
期
を
考
慮
し
な
い
立
場
を
と
っ
た
。

こ
の
二
点
に
関
す
る
説
明
を
整
理
し
て
紹
介
す
る
。

イ

当

然

分

割

主
義
の
実
益
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
当
然
分
割
主
義
に
よ
っ
て
、
共
同
保
証
人
の
存
在
を
知
っ
た
裁
判
所
は

処
分
権
主
義
に
反
す
る
こ
と
な
く
職
権
で
分
割
を
判
断
で
き
る
。
も
し
保
証
人
の
抗
弁
を
要
求
す
る
な
ら
ば
、
分
割
以
前
に
お
け
る
無
資
力
の

危
険
は
相
保
証
人
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
相
保
証
人
に
は
非
難
す
べ
き
過
素
が
な
い
の
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
債
権
者
が
そ
れ
を
負
担
す

べ
き
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
契
約
時
に
お
い
て
無
資
力
で
あ
る
者
や
そ
の
後
に
無
資
力
に
な
る
よ
う
な
者
を
保
証
人
と
し
て
受
け
入
れ
た
の

だ
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
保
証
人
の
資
力
を
確
認
す
べ
き
は
債
権
者
で
あ
っ
て
相
保
証
人
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
当
然
分
割
主
義
に
よ
っ
て
、

債
権
者
が
共
同
保
証
の
実
益
を
失
う
わ
け
で
は
な
い
。
保
証
人
の
全
員
に
資
力
が
あ
る
な
ら
ば
、
債
務
の
全
部
を
一
人
か
ら
回
収
で
き
る
方
が

よ
い
け
れ
ど
も
、
資
力
に
不
安
が
あ
る
な
ら
ば
、
人
数
が
多
い
ほ
ど
回
収
で
き
な
い
分
が
少
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る

3
2
2
L品
目

3
E
S
-
-
E

出
・
開
封
司
O
広
三
日
y
M∞
旦
凶
巴
)
。

ま
た
、
理
論
的
な
観
点
か
ら
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
立
法
過
程
で
も
当
然
分
割
主
義
が
提
唱
さ
れ
、
一
般

の
可
分
債
務
が
当
然
分
割
で
あ
る
こ
と
と
平
灰
を
合
わ
せ
る
べ
き
だ
と
主
張
さ
れ
た
。
ま
た
、
抗
弁
説
の
よ
う
に
厳
格
な
態
度
を
一
貫
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
分
別
利
益
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
民
法
は
こ
の
主
張
を
退
け
た
が
、
当
然
分
割
主
義

号£晶

画岡
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の
理
由
づ
け
は
今
日
で
も
妥
当
し
う
る
。
そ
も
そ
も
、
各
保
証
人
の
債
務
は
主
債
務
の
全
部
に
及
ぶ
と
い
う
原
則
を
立
て
る

一
方
で
、
分
割
請

求
が
あ
れ
ば
そ
の
原
則
を
破
る
と
い
う
の
は
奇
妙
で
あ
る
し
、
複
数
の
可
分
債
務
者
全
員
を
共
同
保
証
し
た
場
合
に
は
、
保
証
の
附
従
性

(債
権

担
保
編
六
条
)
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
主
債
務
は
当
然
に
分
割
さ
れ
る
の
に
、
各
保
証
人
の
債
務
は
全
部
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る

3
2
2・
E
ロ
ヨ
ふ
司
会
a
U
D

フ
ラ
ン
ス
民
法
二
O
二
五条、

二
O
二
六
条
の
立
法
過
程
に
み
ら
れ
た
当
然
分
割
説
に
つ
い
て
は
、
同
S
E
E-
【]凶司
N

∞'uo
参
照
)
。

ロ
分
別
利
益
に
お
い
て
は
保
証
人
の
契
約
時
期
を
考
慮
し
な
い
。
こ
れ
は
新
た
な
保
証
人
が
加
わ
る
こ
と
で
分
割
が
変
更
さ
れ
る
の
は
、

当
初
の
保
証
人
が
期
待
で
き
な
か
っ
た
新
た
な
恩
恵

E
E
E主
で
あ
っ
て
、
し
か
も
、
そ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
に
つ
き
利
害
関
係
を
も
っ
者
は

い
な
い
か
ら
で
あ
る

3
2
2・

z
z
s
p安
吉
弘
三
司
活
宣
。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (6) 

第
六
項

相
殺

概
説
|
|
多
数
当
事
者
関
係
に
お
け
る
相
殺
の
法
律
上
当
然
主
義
の
位
置
づ
け

連
帯
債
務
者
の

一
人
が
反
対
債
権
を
も
っ
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
相
殺
を
主
張
し
な
け
れ
ば
、
相
債
務
者
が
相
殺
を
主
張
で
き
る
の

は
、
反
対
債
権
を
も
っ
者
の
負
担
部
分
に
限
ら
れ
る
(
財
産
編
五
一二

条
二
項)。

保
証
の
場
合
で
い
う
と
、
保
証
人
は
自
分
の
反
対
債
権
に
よ

る
相
殺
だ
け
で
な
く
、
主
債
務
者
の
反
対
債
権
に
よ
る
相
殺
も
主
張
で
き
る
。
し
か
し
、
保
証
人
が
反
対
債
権
を
も
っ
て
い
て
も
主
債
務
者

は
相
殺
を
主
張
で
き
な
い

(財
産
編
五
二
一
条
一
望
。

こ
こ
で
は
、
相
連
帯
債
務
者
や
保
証
人
が
相
殺
を
主
張
で
き
る
理
由
が
問
題
と
な
る
ほ

か
に
、
相
殺
の
一
般
要
件
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
相
殺
の
要
件
論
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

l 
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(1
)
 

旧
民
法
は
相
殺
の
成
立
に
つ
き
法
律
上
当
然
主
義
を
と
る
と
と
も
に
、
相
殺
適
状
の
要
件
と
し
て
主
た
る
債
務
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る

(
財
産
編
五
二
O
条)。

し
か
し
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
多
数
当
事
者
関
係
に
法
律
上
当
然
主
義
が
作
用
し
な
い
と
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
主
債

務
者
が
反
対
債
権
を
も
っ
て
お
れ
ば
保
証
人
は
相
殺
を
主
張
で
き
る
が
、
こ
こ
で
の
相
殺
は
任
意
相
殺
(
財
産
編
五
一
三
き

で
あ
り
、
損
害
金



説

の
発
生
が
止
む
の
は
相
殺
の
主
張
時
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
連
帯
債
務
に
つ
い
て
も
、
反
対
債
権
を
も
っ
連
帯
債
務
者
が
全
額
の
相
殺

を
主
張
す
る
場
合
に
は
任
意
相
殺
で
あ
っ
て
遡
及
効
が
な
い
と
い
う

3
5
5
ご
8
2
1
2
2
3円
安
言
合
主
叶
凶
唱
。
二
さ
。

論

こ
の
考
え
方
は

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
多
数
説
か
ら
離
れ
た
も
の
で
あ

っ
て
、
ポ
チ
エ

や
ト
ゥ
リ
エ
と
類
似
す
る
が

(北
法
四
七
巻

(2
)
 

五
号

=一
七
八
頁
、
四
八
巻
二
号
二
八
七
1

九
夏

、
特
に
効
果
の
点
で
も
法
律
上
当
然
主
義
が
働
か
な
い
こ
と
を
明
言
す
る
点
で
特
徴
が
あ
る

(北
法

四
八
巻
二
号
一，一七
四
頁
、

二
八
一
|
二
頁
、
二
八
四
頁
参
照
)
。

こ
れ
に
対
し
て
、
註
釈
書
で
は
相
殺
が
法
律
上
当
然
に
成
立
す
る
と
い
う
説
明
が
あ
る

一
八
一
五
頁
)
。
ま
た
、
法
律
上
当
然
主
義
か
ら
い
え
ば
連
帯
債
務
に
お
い
て
反
対
債
権
を
も
た
な
い
者
も
対
等
額
の
全
部

(
娼
ほ
か

『第
五
冊
』

に
つ
き
相
殺
を
主
張
で
き
る
は
ず
だ
と
し
て
、
財
産
編
五
二
一

条
二
項
前
段
を
理
論
的
に
批
判
す
る
も
の
が
あ
る

(次
述
2
)
。
以
上
を
踏
ま

え
た
う
え
で
個
別
の
場
合
に
関
す
る
説
明
を
み
て
み
よ
う
。

2 

連
帯
債
務

連
帯
債
務
の
場
合
に
は
負
担
部
分
の
限
度
で
相
債
務
者
も
相
殺
を
主
張
で
き
る
。
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
こ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
の
通
説
だ
と
し
た
う

‘
え
で
(
司
『
ε。円
円

M
2
8
2ロ凶凶コ
0
5
3

、
三
点
の
理
由
を
示
す
。

① 

相
互
保
証
の
考
え
方

連
帯
債
務
者
は
債
務
の
全
部
に
つ
き
義
務
を
負
う
が
、
固
有
の
義
務
は
負
担
部
分
だ
け
で
あ
っ
て
、
残
余
の
義
務
は
相
債
務
者
の
連
帯
保

証
人
と
し
て
負
担
す
る
。
す
な
わ
ち
、
反
対
債
権
を
も
っ
者
の
負
担
部
分
に
つ
い
て
、
相
債
務
者
は
連
帯
保
証
人
に
す
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
相

殺
を
主
張
で
き
る
。
し
か
し
、
残
余
の
分
に
つ
い
て
反
対
債
権
を
も
っ
者
自
身
が
連
帯
保
証
人
に
す
ぎ
な
い
た
め
に
、
そ
の
分
に

つ
い
て
相

債
務
者
は
相
殺
を
主
張
で
き
な
い
。
ま
た
、
反
対
債
権
を
も
っ
者
が
他
人
の
負
担
部
分
に
つ
い
て
連
帯
保
証
人
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
反

対
債
権
を
も
っ
者
自
身
は
全
部
に
つ
い
て
相
殺
を
主
張
で
き
る

3
5
2
己
主
S
Z
M
M
凶・安
吉
弘
己
主
8
心
お
よ
び
、
ボ
ワ
ソ
ナ
1
ド・

一
O
九
=
了
四
頁。
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同旨、

『民
法
草
案
財
産
編
人
権
ノ
部
議
事
筆
記
二
』
商
事
法
務
版
九
掠
こ
綴
七
八
頁
(
松
岡
康
毅
発
言
)
、
七
九
頁
(
松
岡
-
南
部
費
男
発
言
)
、
八
O
頁
(
架
塚
省
吾
発
雪白一)
、
磯

部
『第
十

一
一編
」
二
二
四
六
|
八
頁
、
堀
ほ
か

『第
五
冊
」
一
八
一
六
|
七
頁
)
。

こ
の
説
明
で
は
相
互
保
証
の
考
え
方
を
と
っ
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
批
判
さ
れ
て
い
る
。
相
互
保
証
の
説
明
は
債
務
者
相
互
の
内
部
関
係

と
債
権
者
に
対
す
る
対
外
関
係
を
混
同
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
正
し
く
い
え
ば
、
債
権
者
に
対
し
て
は
債
務
の
全
部
に
つ
き
主
債
務
者
の
地

位
に
立
つ
。
こ
の
た
め
に
、
債
務
者
相
互
の
関
係
に
お
い
て
互
い
に
保
証
人
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
す
る
の
は
お
か
し
い
と
い
う

(富
井

『論

綱
下
巻
』
三
O
三

四
頁
、
井
上

『巻
之
二
」
二
九
三

六頁)。

相
互
保
証
の
考
え
方
と
そ
れ
に
対
す
る
批
判
は

フ
ラ
ン
ス
に
も
あ
る

(北
法
四
八
巻
二
号
二

七
五
l
七頁、

二
七
九
|
八
O
頁
参
照
)
。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (6) 

し
か
し
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
の
説
明
を
フ
ラ
ン
ス
法
か
ら
の
流
れ
の
な
か
で
捉
え
る
な
ら
ば
、
批
判
は
当
た
っ
て
い
な
い
。
と

い
う
の
は
、

九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
で
は
相
殺
主
張
の
問
題
を
対
外
関
係
の
問
題
で
は
な
く
、
債
務
者
の
内
部
関
係
の
問
題
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
相
債
務
者
に
よ
る
相
殺
主
張
を
禁
止
し
て
い
た
が
、
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
反
対
債
権
を
も
っ
者
を
不
快
な
訴

す
な
わ
ち
、

訟
に
巻
き
込
ん
で
出
描
強
制
す
る
の
を
妨
ぐ
べ
し
と
説
明
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て

(北
法
凶
八
巻
二
号
二
七
五
七
頁。

同
旨
の
議
論
に
つ
き
③
参
照
)、

内
部
関
係
に
着
目
し
て
い
る
。
ま
た
、
連
帯
保
証
人
の
相
殺
主
張
に
つ
い
て
も
相
殺
主
張
を
内
部
関
係
で
の
利
益
調
整
問
題
だ
と
し
て
、
債

権
者
の
利
益
を
度
外
視
し
て
い
た

(北
法
四
八
巻
二
号
二
八
九
|
九
二
頁
)。
そ
う
す
る
と
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
が
相
互
保
証
の
考
え
方
を
示
し
た
の
も
、

相
殺
の
問
題
を
内
部
的
な
利
益
調
整
だ
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

② 

訴
訟
経
済

ま
た
、
負
担
部
分
の
限
度
で
相
殺
主
張
を
認
め
れ
ば
手
聞
が
省
け
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
で
実
益
が
大
き
い
と
い
う
(
ボ
ワ
ソ
ナ
l
ド・

一

一
O
五
頁
)
。
こ
れ
も
フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
説
明
だ
が
、
そ
こ
で
は
実
益
は
大
き
く
な
い
と
い
う
批
判
が
あ

っ
た
。
と
い
う
の
は
、
負
担
部
分
の

限
度
で
相
殺
主
張
を
認
め
て
も
、
反
対
債
権
を
も
っ
者
の
求
償
義
務
が
な
く
な
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
求
償
義
務
を
控
除
し
た
残
部
に
つ
い
て

北i法50(3・101)493



説

連
帯
債
務
や
反
対
債
権
が
残
る
か
ら
で
あ
る
(
北
法
四
八
巻
二
号
二
七
九
頁
参
照
)。

し
か
し
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
が
挙
げ
る
設
例
か
ら
す
れ
ば
、
求
償

だ
け
が
省
略
さ
れ
る
こ
と
を
も
っ
て
実
益
が
大
き
い
と
評
価
し
て
い
る

(反
対
債
権
額
が
負
担
部
分
と
等
し
い
場
合
で
あ
れ
ば
求
償
の
ほ
か
に
反
対
債
権
の
行

~~、

員同

使
も
省
略
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
が
挙
げ
る
設
例
は
そ
の
よ
う
な
場
合
で
は
な
い
)
。

③ 

相
互
委
任
や
地
位
の
平
等
と
い
う
観
点

相
債
務
者
に
よ
る
相
殺
主
張
が
負
担
部
分
に
限
定
さ
れ
て
、
対
等
額
の
全
部
で
は
な
い
点
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
対
等
額

の
全
部
に
つ
き
相
殺
を
認
め
る
こ
と
に
も
一
理
あ
っ
て
、
弁
済
に
関
す
る
相
互
の
委
任
が
あ
る
か
ら
、
相
殺
を
弁
済
の
代
わ
り
と
し
て
考
え

る
こ
と
も
で
き
る
(
ボ
ワ
ソ
ナ
l
ド・

二

O
四
頁
)
。
し
か
し
、
も
し
対
等
額
の
全
部
に
つ
い
て
相
債
務
者
に
よ
る
相
殺
主
張
を
認
め
れ
ば
、
反

対
債
権
を
も
っ
者
は
出
摘
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
連
帯
債
務
の
理
論
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
出
損
を
強
制
さ
れ
る
者
が
誰
で
あ

る
か
に
つ
い
て
は
、
債
権
者
だ
け
が
選
択
権
を
も
つ
か
ら
だ
と
い
う
百
5
2・MFaor-a凶・開
ζ
0
5
N
1
8ム
お
よ
び
、
ボ
ワ
ソ
ナ
1
ド・

二

O
四
l
五

頁
。
同
旨
、
磯
部
『
第
十
一
一
編
』
二
二
四
八
頁
、
堀
ほ
か

『第
五冊
』一

八
一
七
l

八頁
。
類
似の
議
論
に
つ
き
、
北
法
四
八
巻
二
号
二
七
六
l
七
頁
参
照
)
。

こ
の
説
明
で
は
、

連
帯
債
務
の
性
質
と
し
て
弁
済
に
関
す
る
相
互
委
任
と
地
位
の
平
等
が
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
地
位
の
平
等
を
重
視
す
べ
き
も
の
だ
と
し
て

い
る
。
し
か
し
批
判
も
あ
っ
て
、
連
帯
債
務
を
負
担
す
る
こ
と
で
各
債
務
者
は
債
務
の
全
部
に
つ
き
弁
済
強
制
を
受
け
る
こ
と
を
承
諾
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
訴
求
を
受
け
て
い
な
い
者
が
弁
済
強
制
を
受
け
て
も
不
当
で
は
な
い
と
主
張
さ
れ
て
い
る

(井
上
署
芸
一
」二
九
一
了
三
頁
、

二
九
六
頁
)
O

こ
れ
ら
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
が
挙
げ
る
諸
理
由
の
ほ
か
に
、
法
律
取
調
委
員
会
で
は
次
の
議
論
が
み
ら
れ
る
。
も
し
対
等
額
の
全
部
に
つ
い
て
相

殺
主
張
を
認
め
る
と
、
反
対
債
権
を
も
っ
者
が
迷
惑
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
(
『民
法
草
案
財
産
編
人
権
ノ
部
議
事
筆
記
二
』

商
事
法
務
版
九
巻

一綴
七
九
頁

(
南
部
発
言))。

こ
れ
も
フ
ラ
ン
ス
法
の
議
論
を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ

っ
て
、
個
人
的
な
取
引
へ
の
干
渉
が
反
対
債
権
を
も
っ
者
に
と
っ
て

不
快
で
あ
る
と
か
、
相
殺
主
張
に
よ

っ
て
反
対
債
権
を
も
っ
者
に
と
り
債
務
者
が
変
更
す
る
の
は
不
当
だ
と
す
る
説
明
が
あ
っ
た

(北
法
四
八
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巻
二
号
二
七
五
頁
、

二
七
七
頁
)
。

右
に
み
た
よ
う
に
、
理
由
の
嵐
山
U

に
対
し
て
は
批
判
が
あ
っ
た
。
批
判
説
の
論
者
は
法
律
上
当
然
主
義
か
ら
す
れ
ば
相
殺
を
否
定
す
る
理
由

が
な
い
と
し
て
、
対
等
額
の
全
部
に
つ
い
て
相
殺
主
張
を
認
め
る
べ
き
だ
と
い
う

(富
井
高
綱
下
巻
』
=δ
二
四
頁
、
井
上

『巻
之
一一』二
九
五
六

頁
。
こ
の
発
想
に
つ
き
北
法
四
八
巻
二
号
二
八
八
l
九
頁
参
照
)
。

3 

保
証

一九世紀フランス法における連帯引責務と保証 (6) 

保
証
の
場
合
に
主
債
務
者
が
反
対
債
権
を
も
っ
て
お
れ
ば
、
保
証
人
は
相
殺
を
主
張
で
き
る

(
財
産
編
五
二一

条
一項
後
段
)
。
こ
れ
は
、
保
証

人
が
主
債
務
の
消
滅
事
由
を
す
べ
て
主
張
で
き
る
こ
と
に
よ
る

(司主

E
M
2
8
s
t
u
--Fち
忠

G
Z
S
同旨、

磯
部

『第
十

一
編
』
二
三
四
六
頁
、
井
上

『巻
之
二
』
二
九
O
頁
)
。
そ
の
一
方
で
、
保
証
人
が
反
対
債
権
を
も
つ
て
い
て
も
、
主
王
債
務
者
は
相
殺
を
主
張
で
き
な
い
(
庶
財
産産一編編轡f
五且二三一

条
一

そ
の
理
由
と
し
て
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
諸
点
を
示
す
が
、
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

相
殺
適
状
の
成
立
に
は
主
債
務
性
を
要
す
る
た
め
に
(
財
産
編
五
二
O
条
)
、
従
た
る
債
務
で
あ
る
保
証
債
務
に
つ
い
て
は
法
定
相
殺
は
成
立

せ
ず
、
主
債
務
者
は
債
務
消
滅
を
主
張
で
き
な
い
。
こ
の
場
合
に
相
殺
適
状
が
な
い
の
は
、
弁
済
を
保
証
人
に
強
制
す
る
権
限
が
主
債
務
者

に
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
権
限
は
債
権
者
だ
け
が
も
っ
て
お
り
、
し
か
も
検
索
等
の
要
件
が
課
さ
れ
て
い
る
3
2
2
己
三
宏

2
8
?ご
手
∞
1

凶

-
-

開
決
司

O

弘
己
目
》
斗

3
・
唱
お
よ
び
、
ボ
ワ
ソ
ナ
l
ド

一
O
九
三
頁
、
一
一
O
一
l
二頁。

同
旨
、
富
井

『論
綱
下
巻
』
三
O
一
頁
、
磯
部
『
第
十
一
一
編
』
一
一
二
三
九
|
四
O
頁
、
掘

ほか

「第
五
冊
』
一八
O
八
九
頁
、

一八
一
四
頁
、
井
上

『巻
之
二
』二
八九
l
九
O
頁
)
。
こ
の
説
明
は
一

九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
と
同
じ
で
あ
る

(
北
法
四
八
巻
二

号
二
八
五
l
六
頁)。

(1
)
理
論
的
に
い
う
と
、
相
殺
適
状
の
要
件
と
し
て
主
債
務
性
を
要
求
し
た
の
は
お
か
し
い
。
フ
ラ
ン
ス
で
主
債
務
性
を
相
殺
適
状
の
要
素
と
し
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説

た
の
は
、
法
律
上
当
然
主
義
が
多
数
当
事
者
関
係
で
も
働
く
と
考
え
た
た
め
で
あ
っ
て
、
主
債
務
性
を
要
求
す
る
こ
と
で
保
証
人
の
反
対
債
権

に
つ
き
相
殺
が
生
ず
る
こ
と
を
否
定
し
た
の
で
あ
る

(北
法
凹
八
巻
二
号
二
八
七
九
頁
参
照
)
。
し
か
し
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
法
律
上
当
然
主
義
が
多
数

当
事
者
関
係
に
は
働
か
な
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
説
明
は
矛
盾
し
て
い
る
。
こ
れ
は
不
必
要
な
要
件
を
加
え
た
に
す
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
フ

ラ
ン
ス
の
議
論
を
表
面
的
に
し
か
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
を
抱
か
せ
る
。

(2)
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
が
フ
ラ
ン
ス
の
多
数
説
か
ら
離
れ
た
こ
と
は
別
の
点
か
ら
も
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
保
証
人
が
反
対
債
権
を
も
っ
て
い
る
場
合

に
主
債
務
者
の
相
殺
主
張
を
認
め
て
し
ま
う
と
、
主
一
債
務
者
と
保
証
人
が
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
反
対
債
権
を
も
っ
場
合
に
お
い
て
、
ど
ち
ら
の
債

権
が
相
殺
に
供
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
を
生
ず
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う

3
2
2
己
ロ
S
∞
1
2・
T
吉
弘

G
1
5
0
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
の
趣
旨

は
判
然
と
し
な
い
け
れ
ど
も
、
法
律
上
当
然
主
義
の
下
で
あ
れ
ば
法
定
充
当
の
規
定
に
し
た
が
っ
て
解
決
で
き
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
(
財
産
編
五

三
三
条
一

項
)
、
任
意
相
殺
を
想
定
し
た
も
の
だ
と
恩
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
任
意
相
殺
に
お
い
て
は
当
事
者
の
主
張
が
要
件
と
な
る
た
め
に
(
財

産
編
五
一
三
条
)
、
相
殺
に
供
す
る
債
権
の
選
択
を
主
債
務
者
の
意
思
に
委
ね
る
こ
と
の
不
当
性
を
衝
い
た
も
の
で
あ
ろ
う

(こ
の
点
は
法
定
相
殺
の
要

件
を
異
に
す
る
現
行
法
の
下
で
問
題
に
な
る
。
次
節
第
六
項
4
参
照
)
。

詰命

第
七
項

混
同

旧
民
法
は
フ
ラ
ン
ス
に
倣
い
、
混
同
に
負
担
部
分
型
絶
対
効
を
認
め
る

(財
産
編
五
三
五
条

一
項
)。

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
そ
の
理
由

(l
)

お
よ
び
一
旦
は
成
立
し
た
混
同
が
解
消
し
た
場
合
の
法
律
関
係
(
主
で
あ
る
。

l 

混
同
の
効
力

混
同
に
よ
っ
て
負
担
部
分
型
絶
対
効
を
生
ず
る
の
は
、
各
債
務
者
に
と
っ
て
自
己
の
負
担
部
分
が
固
有
の
債
務
で
あ

っ
て
、
残
余
の
分
に

つ
い
て
は
代
理
人
ま
た
は
保
証
人
と
し
て
義
務
を
負
う
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る

3
2
2
乙ロ

8
0
2∞
弁
安
吉
包

G
2
3。
ま
た
、
債
権
者
兼
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債
務
者
が
弁
済
を
受
け
た
後
に
求
償
義
務
を
負
う
の
は
迂
遠
で
あ
っ
て
、
そ
の
手
聞
を
省
く
た
め
だ
と
す
る
説
明
も
あ
る

(ボ
ワ
ソ
ナ
l
ド・

一

一
ムハ六
l
七
頁
。
こ
れ
は
担
保
抗
弁
の
発
想
で
あ
る
)。

右
の
説
明
で
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
用
語
と
し
て
頭
割
分

(E
3
E
5
5
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
特
別
の
意
味
が
な
い
と
思

わ
れ
る

(
一
般
的
に
い
う
と
、

ポ
ワ
ソ
ナ
ド
は
こ
の
点
の
用
語
に注
意
を
払
っ
て
いる
。
第
五
項
註

(6
))
。
む
し
ろ
相
互
保
証
の
説
明
や
求
償
の
手
間
を
省
略

す
る
と
い
っ
た
説
明
に
着
目
す
れ
ば
、
混
同
に
よ
っ
て
控
除
さ
れ
る
負
担
部
分
と
は
内
部
的
な
も
の
を
指
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
フ
ラ
ン

ス
で
は
相
互
保
証
の
考
え
方
を
混
同
に
つ
い
て
示
す
も
の
は
な
か
っ
た
が
、
混
同
の
効
果
が
債
務
者
内
部
の
問
題
だ
と
し
て
い
る
点
で
は
同

じ
で
あ
っ
て
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
も
そ
う
い
っ
た
観
点
に
立
っ
て
い
る

(北
法
四
八
巻
二
号
三
O

一
頁
参
堕
。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (6) 

そ
れ
で
は

一
体
型
で
な
い
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。

一
体
型
と
し
て
も
求
償
を
生
ず
る
か
ら

(相
債
務
者
に
と
っ

て

||
福
田
)
実
益
が
な
い

(E3Ez--
5
と
い
う
3
2
2
己
ロ
8
2斗
∞
2
・安司
om
士
-
N

司
吋
包
同
旨
、
開
制
ほ
か

『第
五
冊
』
一
八
七
五
頁
)。

し
か
し
、
相
債
務
者
に
と
っ
て
の
実
益
を
問

題
に
す
る
の
は
理
解
で
き
な
い
。
も
し
実
益
を
い
う
の
で
あ
れ
ば
債
権
者
の
そ
れ
に
な
る
は
ず
で
あ
っ
て
、
求
償
権
が
分
割
さ
れ
る
点
で
債

権
者
に
不
利
だ
か
ら

一
体
型
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
註
釈
書
で
は
、
相
債
務
者
の
負
担
部
分
に
つ
い
て
は
債
務
消
滅
の
理
由
が
な

い

(す
な
わ
ち
、

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
と
同
じ
説
明
)
と
し
て
い
る

(富
井
『論
綱
下
巻
』一二
三
一
一
一
百
円
、
堀
ほ
か

『第
五
冊
』一

八
七
回
頁
、
磯
部

『第
十

一一編』一一一一一

一五
l
六頁)。

保
証
の
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
に
よ
る
と
、

主
債
務
者
に
つ

い
て
混
同
を
生
ず
れ
ば
保
証
債
務
は
消
滅
す
る
の
で
あ
っ
て
、

こ
れ
は
附
従
性

3
5
2・N
コ・
3
2・a
m
F吉弘【
N

司斗∞

N
E目、
富
井
『論
綱
下
巻
』一一一一
二
三
頁
)
あ
る
い
は
担
保
抗
弁
に
基
づ
く

(但
し
、
保
証
の
混
同
に
よ
る

副
保
証
債
務
の
消
滅
(
財
産
編
五
三
八
条

一
項
)
に
関
す
る
説
明
で
あ
る
。
P
ε
E円
N

コ
血
玄
官
忍
f

安
吉
弘
己
司
、
司
祭

同
旨
、
富
井

・前
掲
、
堀
ほ
か

『第
五
冊
』一

八
八
五
頁
、

綾
部

『第
十
一
一
塁
一
二
三
一
六
l
七
頁
、
井
上

『巻
之
二
』三
五
0
1
一頁
)
O

し
か
し
、
保
証
人
に
つ
き
混
同
を
生
じ
て
も
主
債
務
は
消
滅
し
な
い
。
こ
れ

は
、
主
債
務
者
に
対
す
る
権
利
行
使
を
妨
げ
る
も
の
は
な
い
か
ら
で
あ
る

(ボ
ワ
ソ
ナ
l
ド

二

七
一丁
三頁。

同
旨
、
富
井

『論
綱
下
巻
』

一一一一一一
四頁、
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説

堀
ほ
か

『第
五
冊
」
一八
八
四
頁
)。
さ
ら
に
、
共
同
保
証
人
の
一
人
に
つ
き
混
同
が
成
立
す
れ
ば
負
担
部
分
型
絶
対
効
を
生
ず
る

(司旦
旦
己
三
宝

主
主
一安
司oa
FN
1
∞
2
同旨、

磯
部
『第
十

一
編
』二一一一一一
七
頁
、
井
上

『巻之
二
』
三
五
一頁
、
宮
城
『巻
之

一』二
七
O
頁)。

ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
特
に
理
由
を
示

言命

さ
な
い
が
、
註
釈
書
で
は
担
保
抗
弁
を
理
由
に
す
る
も
の
が
あ
る

(堀
ほ
か

『第
五
冊
』一

八
八
四
|
五頁)。

こ
う
い
っ
た
相
互
保
証
の
考
え
方
や
担
保
抗
弁
の
説
明
か
ら
す
る
と
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
混
同
を
内
部
関
係
の
問
題
だ
と
捉
え
て
い
る
。

2 

混
同
の
解
消

混
同
は
成
立
後
に
解
消
す
る
こ
と
が
あ
り
、
た
と
え
ば
債
権
譲
渡
に
よ
っ
て
混
同
が
成
立
し
て
も
譲
渡
契
約
の
取
消
に
よ
っ

て
解
消
す
る
。

解
消
に
よ
っ
て
当
事
者
間
で
は
債
務
関
係
が
復
す
る
け
れ
ど
も
、
担
保
の
帰
趨
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
旧
民
法
は
フ
ラ
ン
ス
の

議
論
を
受
け
継
い
で
お
り
、
解
消
の
原
因
を
混
同
成
立
の
前
後
で
わ
け
て
保
証
等
の
復
活
に
差
異
を
設
け
る

(財
産
編
五
三
四
条
二
項)。

ボ
ワ

ソ
ナ
ド
に
よ
れ
ば
、
混
同
以
前
の
原
因
に
よ

っ
て
解
消
す
る
場
合
と
し
て
、
相
続
欠
格

・
負
担
付
贈
与
の
負
担
不
履
行
を
理
由
と
す
る
取
消
・

無
能
力
を
理
由
と
す
る
贈
与
の
取
消

・
債
権
者
取
消
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
よ

っ
て
保
証
等
も
復
活
す
る
。
し
か
し
、
契
約
が
合
意
解
除
さ
れ

た
り
、
遺
贈

・
贈
与
が
忘
思
行
為
を
理
由
に
撤
回
さ
れ
て
も
、
保
証
人
に
そ
れ
を
主
張
で
き
な
い
と
す
る
百
三
旦

【
N
2m
s
t∞
弁
安
司
O

弘
己

司
叶∞
M
B

凶・同旨、

富
井
『論
綱
下巻
』
一一一
一一
九
l

一一一一

頁
、
堀
ほ
か

「第五
冊
』
一八七
O
l
二頁
、
磯
部
『第
十
一一
編
』
一一一一一一一一|
四
頁
、
井
上

『巻
之
二』一
一一一一一
九
1

四
一頁
。

起草
過
程
で
は
、
そ
の
具
体
例
に
つ
い
て
議
論
が
みら
れ
る
。「
口氏
法
草
案
財
産編
人
権ノ
部
議
事
筆
記
一
一
」

商
事
法
務
版
九
巻
一綴
一O
六
|
八
頁
)
。

右
か
ら
す
る
と
、
こ
こ
で
の
問
題
は
混
同
の
成
否
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
解
消
原
因
が
先
行
す
る
場
合
と
し
て
負
担
付
贈
与
を
例
に
す
る

と
、
解
消
自
体
は
負
担
の
不
履
行
と
い
う
爾
後
的
な
事
由
に
よ
る
け
れ
ど
も
、
贈
与
が
負
担
付
で
あ
る
た
め
に
解
消
原
因
が
混
同
成
立
時
に

伏
在
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
混
同
の
成
立
が
表
見
的
な
い
し
は
不
確
定
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
解
消
原
因

が
後
行
す
る
場
合
と
は
、
混
同
が
確
定
的
に
成
立
し
た
後
に
後
発
的
な
理
由
に
よ

っ
て
解
消
し
た
と
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
区
分
の
背
後
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に
あ
る
考
え
方
と
し
て
、
債
権
者
の
意
思
に
よ
っ
て
債
務
関
係
を
爾
後
的
に
復
活
さ
せ
る
こ
と
で
第
三
者
を
害
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
判

断
が
潜
ん
で
い
る

(こ
の
理
解
は
今
日
の
フ
ラ
ン
ス
で
も
示
さ
れ
て
い
る

o
P
E
E
F
E
-ア
「

2
2
5
2
q
2
5
2
5
3
含

B
E
Eロ
3
2
2
ヨ唱)乙
S
1
2
)。

第
八
項

時
効

旧
民
法
は
時
効
中
断
の
効
力
だ
け
を
規
定
し
、
時
効
完
成
の
効
力
に
つ
い
て
は
明
文
が
な
い
。
こ
れ
は
保
証
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る

(
保
証
人
だ
け
に
つ
き
時
効
が
完
成
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
宮
城

喜
之
一
」
二
八
O
頁)。

し
か
し
、
時
効
完
成
の
効
力
に
つ
い
て
全
く
考
慮
し

一九世紀フランスj去における連帯債務と保証 (6) 

て
い
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
時
効
が
停
止
し
て
い
た
場
合
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
。
時
効
中
断
と
時
効
完
成
の
効
力
論
を
み
て
み
よ
う
。

l 

時
効
中
断
の
効
力

連
帯
債
務
の
場
合
に
は
時
効
中
断
に

一
体
型
絶
対
効
が
あ
る

(債
権
担
保
編
六

一
条
一
項)。

ボ
ワ
ソ
ナ
ド
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
債
務
者
相
互
間

に
お
け
る
相
互
代
理
の
結
果
で
あ
っ
て
、

一
人
が
訴
求
を
受
け
れ
ば
直
ち
に
相
債
務
者
が
訴
訟
に
加
わ
っ
て
、
全
員
で
防
御
し
た
り
履
行
に

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
だ
ろ
う
と
い
う

3
2
2
Z
2
2
t
p
安司

0
5
ε
-
a
E目
、
宮
城

『巻
之
一

』
三
四
二
|
三
頁)。

保
証
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
主
債
務
者
に
つ
き
時
効
中
断
が
あ
れ
ば
、
保
証
人
に
対
す
る
関
係
で
も
中
断
効
を
生
ず
る

(債権
担
保

編
二
七
条

一
項
)。

そ
れ
は
主
債
務
者
が
保
証
人
を
代
理
す
る
か
ら
で
あ
る
百
三
巴

ζEx--叫安司
oa
zza
同旨、

宮
城

喜
之

一」

一
四
七
頁)。

そ

れ
に
対
し
、
保
証
人
に
つ
い
て
時
効
中
断
が
あ

っ
て
も
、
中
断
効
が
主
債
務
者
に
及
ぶ
の
は
保
証
委
託
が
あ
る
か
連
帯
保
証
の
場
合
に
限
ら

れ
る
(
債
権
担
保
編
二
七
条
二
項
)
。
こ
れ
は
、
保
証
委
託
に
お
い
て
主
債
務
者
か
ら
の
委
任
が
あ
り
、
ま
た
連
帯
保
証
で
は
連
帯
債
務
と
同
じ
く

相
互
委
任
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
他
の
場
合
に
は
事
務
管
理
の
関
係
し
か
な
い
た
め
で
あ
る

3
5
2
E
己

za-
-M-伊
吉
広
三
唱
凶
品
問
己
目、
宮
城
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説

『巻之一

」
一四七
|八
頁
、
梅

『債
権
担
保
論
第
二
冊
」
一
八
二
三
頁
)
。
同
様
に
共
同
保
証
で
も
、
中
断
効
が
相
保
証
人
へ
及
ぶ
の
は
保
証
連
帯
の
場

合
に
限
ら
れ
る
(
依
権
担
保
編
四
二
条
一
-項
)。
註
釈
書
で
は
保
証
連
帯
の
関
係
な
く
ば
相
互
委
任
が
な
い
か
ら
だ
と
説
明
す
る
も
の
が
あ
り
(
宮

百命

減
『巻
之

一』二
六
O
夏
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
の
考
え
も
同
趣
旨
で
あ
ろ
う

(23FRet-=ど
・
津
安
司
O

弘
主
司
会
参
思
。

(1
)
 

右
の
説
明
を
フ
ラ
ン
ス
法
と
比
べ
る
と
、
個
別
の
論
点
で
は
フ
ラ
ン
ス
の
多
数
説
か
ら
離
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
の
、
基
本
的
な

発
想
は
同
じ
で
あ
っ
て
、
旧
民
法
も
中
断
効
の
有
無
を
代
理
権
の
有
無
に
対
応
さ
せ
て
い
る
(
北
法
四
七
巻
六
号
一
七
O
六頁、

一
七
二

|
三
頁、一

七
一
八
頁
、
四
八
巻
六
号
二
一
二
ニ
O
頁、

一
一二三一一頁参照)。

し
か
し
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
い
え
ば
旧
民
法
に
は
特
徴
が
あ
り
、
そ
れ
は
保
証
委
託

(
2
)
 

フ
ラ
ン
ス
で
は
保
証
委
託
を
代
理
関
係
の
根
拠
と
は
し
て
い
な
い
(
北
法
四
八
巻

に
よ
っ
て
代
理
の
関
係
を
生
ず
る
と
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

ハ号

一三三
四頁)。

2 

時
効
停
止
と
時
効
完
成
の
効
力

債
務
者
の
一
人
と
債
権
者
が
夫
婦
で
あ
れ
ば
、
そ
の
二
人
の
間
で
時
効
が
停
止
し

(証
拠
編

三
面
会
、
そ
の
他
の
債
務
者
だ
け
に
つ
い
て

時
効
が
進
行
す
る
(
債
権
担
保
編
六
一条
二
項
)。

こ
れ
に
関
す
る
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
の
説
明
を
み
て
み
よ
う
。

一
部
の
債
権
者
に
つ
い
て
時
効
が
完
成
す
れ
ば
、
時
効
完
成
者
の
負
担
部
分
に
つ
き
免
除
が
あ
っ
た
の
と
同
じ
情

連
帯
債
務
の
場
合
に
、

(3) 

況
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
時
効
は
債
務
免
除
の
推
定
で
あ
っ
て
、
債
権
者
が
長
く
行
動
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
一
種
の
証
拠
で

あ
る
。
し
か
し
、
時
効
利
益
を
享
受
す
る
の
は
、
法
律
が
そ
れ
を
否
定
し
て
い
な
い
債
務
者
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
に
、
時
効
が
完
成
す

れ
ば
、
停
止
事
由
の
な
い
債
務
者
は
免
除
を
受
け
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
免
除
推
定
は
そ
の
負
担
部
分
に
限
ら
れ
る

3
5
2
E
Z
2
5
1
3s

∞'開一
ζ
。
泳
三
司
∞
斗
・
同
旨
、

宮
城
『巻
之
一』三
四五
l
六
頁。

な
お
、
こ
こ
で
い
う
推
定
と
は
明
文
な
き
限
り
反
証
を
許
さ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
民
法

ご二
五
二
条
二

項
と
同
じ
で
あ
る
。
証拠
編
七
六
条
)。
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こ
れ
は
保
証
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
保
証
人
に
つ
き
時
効
が
停
止
し
て
も
主
債
務
者
の
時
効
は
進
行
し
、
そ
の
時
効
が
完
成
す
れ

ば
保
証
人
も
時
効
を
主
張
で
き
る
。
保
証
人
の
義
務
が
主
債
務
者
の
義
務
よ
り
も
酷
で
あ
っ
た
り
長
期
に
わ
た
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
か
ら

で
あ
る
。
そ
し
て
、
時
効
停
止
に
つ
い
て
は
中
断
と
異
な
り
、
保
証
委
託
の
有
無
で
区
別
す
べ
き
で
な
い
。
と
い
う
の
は
、
も
し
保
証
委
託

に
よ

っ
て
停
止
の
効
力
が
主
債
務
者
に
及
ぶ
と
す
れ
ば
、

主
債
務
者
が
時
効
利
益
を
予
め
放
棄
し
た
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る

3
2
2
ζ
-

金
-
三
凶
品
目
門
司
・

5
・
開
雪
印
土
・

3
・3
)
。
こ
れ
に
対
し
て
、
主
債
務
者
に
つ
き
時
効
が
停
止
す
る
と
、
そ
の
効
力
が
保
証
人
に
及
ぶ
。
こ
れ
は
、
主

債
務
が
存
続
す
る
限
り
保
証
人
は
そ
れ
を
担
保
し
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う

2
2
2
ζ
E
E
-
E
三
笠
百
て
出
岨
安司
o
a
ζ
志
斗
)
。
し
か
し
停
止
の

効
力
が
保
証
人
に
及
ば
な
い
と
し
て
、
保
証
人
に
つ
い
て
の
時
効
完
成
を
認
め
る
説
明
も
あ
る
。
そ
こ
で
は
時
効
停
止
が
夫
婦
の
関
係
と
い

っ

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (6) 

た
地
位
に
由
来
す
る
た
め
に
代
理
行
為
を
観
念
す
る
余
地
が
な
い
か
ら
だ
と
説
明
し
て
い
る

3
2
2
ι
5
2
詮
己
一

M-zs・円安司
0
5主
-aUfa-
同

旨
、
梅

『債
権
担
保
論
第
二
冊
』三一一一
八
|
九
頁
)。

以
上
の
う
ち
、
連
帯
債
務
に
関
す
る
説
明
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
負
担
部
分
型
絶
対
効
説
、
特
に
ラ
ロ
ン
ビ
エ
エ
ル
の
説
明
に
似
て
い
る

が
、
同
じ
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ラ
ロ
ン
ピ
エ
エ
ル
に
よ
れ
ば
時
効
完
成
者
は
完
全
に
解
放
さ
れ
る
の
で
あ

っ
て
、
完
成
者
の
負
担
部
分

に
つ
き
免
除
さ
れ
る
の
と
同
じ
だ
と
い
っ
て
い
る
の
は
停
止
事
由
あ
る
債
務
者
に
つ
い
て
で
あ
る

(北
法
四
八
巻
六
号

ご
三
二
頁)。

こ
れ
に
対

し
て
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
時
効
停
止
事
由
あ
る
債
務
者
の
負
担
部
分
に
つ
い
て
時
効
完
成
者
に
も
義
務
を
課
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
批
判
を
受

け
て
い
る

(梅

『対
人
担
保
』
二
O
四
|
五頁)。

(1
)
旧
民
法
は
連
帯
保
証
人
に
つ
い
て
の
中
断
効
を
主
債
務
者
へ
及
ぼ
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
フ
ラ
ン
ス
の
多
数
説
と
異
な
る
。
ま
た
、
主
債
務

者
に
つ
い
て
の
中
断
効
が
保
証
人
に
及
ぶ
点
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
理
論
的
な
批
判
が
強
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
批
判
を
ボ
ワ
ソ
ナ
ド

が
考
慮
し
た
形
跡
は
な
い
(
北
法
四
八
巻
六
号

二
ニ
=
二
二
頁
参照)。
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説

(
2
)
前
章
を
補
足
し
て
お
く
と
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
保
証
委
託
の
有
無
で
区
別
す
る
こ
と
が
荒
唐
無
稽
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ

う
い
っ
た
区
別
に
惹
か
れ
る
学
説
も
あ
る
。
し
か
し
、
論
者
は
そ
れ
を
否
定
し
て
、
債
務
の
単
一
性
を
理
由
に
常
に
効
力
が
及
ぶ
と
い
う
。
同

じ
論
者
は
判
決
効
の
議
論
で
も
保
証
人
が
委
任
を
受
け
て
い
る
と
い
う
が
、
そ
の
委
任
は
保
証
人
と
い
う
地
位
に
よ
っ
て
生
ず
る
も
の
で
あ
り
、

保
証
委
託
の
有
無
は
無
関
係
だ
と
す
る

(FEヨ
E
E唱己
E
ロ
c
r
J
念。
IZ
H
E
E∞
E
J
念凶)。

(3)
正
確
に
い
え
ば
、
こ
こ
で
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
時
効
完
成
に
よ
り
弁
済
ま
た
は
債
務
免
除
が
推
定
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
保
証
人
だ
け

に
つ
き
時
効
が
完
成
し
た
場
合
に
は
、
弁
済
推
定
と
い
う
よ
り
も
免
除
推
定
だ
と
し
て
お
り
百
三

E
・
E
・
-M-
5
1
0NIY
史
ち
弘
ζ
1
3
、
免
除
推

定
を
強
調
す
る
。
ま
た
、
不
可
分
債
務
の
時
効
に
つ
い
て
は
留
保
あ
る
免
除
と
同
じ
効
果
を
認
め
て
い
る

(財
産
編
四
四
七
条
二
項
但
書
、
五
O
六
条
三

項
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
開
ζ
。ω
品
戸M
司血品。
参
照
。
そ
れ
に
対
し
、
不
可
分
僚
機
の
時
効
に
つ
い
て
は
弁
済
推
定
の
方
を
強
調
し
て
い
る
。
閉ざ
」E
F
N
コ
会
AF
Z
N
叶)。

ヲ'd.
日間

第
九
項

旧
民
法
に
お
け
る
連
帯
債
務
の
理
論

第

款

債
務
の
性
質
論
か
ら
の
分
析

第

目

各
種
の
性
質

l 

連
帯
債
務
の
性
質

ボ
ワ
ソ
ナ
ド
の
説
明
は

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
と
の
関
係
で
い
く
つ
か
の
特
徴
を
も
っ
。

① 

相
互
保
証
の
説
明

ま
ず
、
負
担
部
分
型
絶
対
効
の
説
明
に
相
互
保
証
の
考
え
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
相
殺
主
張
の
範
囲
や
混
同
の
効
力
に
関
し

北法50(3・110)502



フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
初
期
の
学
説
と
同
じ
で
あ
っ
て
、
ボ
ワ
ソ

ナ
ド
は
ト
ゥ
リ
エ
と
同
じ
く
、
相
互
代
理
と
相
互
保
証
を
並
立
し
て
い
る
。
も
し
そ
れ
を

一
般
化
す
る
の
で
あ
れ
ば
フ
ラ
ン
ス
の
多
数
説
と

は
異
な
る
の
で
あ
っ
て
、
多
数
説
は
債
務
者
各
自
の
債
務
に
主
債
務
性
を
認
め
る
こ
と
で
保
証
と
の
差
異
を
強
調
し
て
い
た
(
北
法
四
七
巻
六

て
相
互
保
証
の
考
え
方
を
示
し
て
い
る

(
第
六
項
2
①
、
第
七
項
l
)。
こ
れ
は
、

号
一
七
一
O

二
頁)。

そ
し
て
、
現
行
法
の
起
草
者
で
あ
る
富
井
は
フ
ラ
ン
ス
の
多
数
説
に
立
っ
て
相
互
保
証
の
考
え
方
を
批
判
し
て
い
る
。

ボ
ワし
ソヵ、
ナし
ド
は負
多担
数部
説分
か型
らの
離免
れ除
てに
し、つ
な?い
い心て
。 は

と相
γ 互
つ保
の証
はを

フ担
フた
ン圭?

スIlFl
でが
はか
免 1ス
除め
にで
つあし、
v っ
てず

債二
権第
者主
の 22
利 二

益本
を こと
最長
4 

慮 こ
すの
る点

方着
で目
、す

相れ
殺ば

主
張
や
混
同
に
つ
い
て
は
債
務
者
相
互
の
内
部
問
題
と
し
て
扱
っ
て
お
り
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
の
説
明
も
そ
れ
と
軌
を

一
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (6) 

す
な
わ
ち
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
が
相
殺
と
混
同
だ
け
に
つ
い
て
相
互
保
証
の
考
え
方
を
示
し
た
の
は
、
そ
れ
が
内
部
問
題
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
旧
民
法
の
特
徴
と
し
て
相
互
保
証
を
強
調
す
べ
き
で
は
な
い
。

②
 次

に
、
旧
民
法
は
連
帯
債
務
者
相
互
間
に
相
互
代
理
の
関
係
を

一
般
的
に
認
め
、
代
理
が
債
権
者
の
た
め
で
あ
る
と
同
時
に
、
債
務
者
全

(
2
)
 

員
の
た
め
で
も
あ
る
と
し
た
(
債
権
担
保
編
五
二
条
一
項
)
。

代
理
が
債
務
者
の
た
め
に
も
な
る
と
い
う
点
は
オ
ブ
リ
H
ロ
と
同
じ
で
あ
る

(北
法
四

相
互
代
理
の
考
え
方

七
巻
六
号
一

七
二ニ
頁)。

し
か
し
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
更
改
・
債
務
免
除

・
相
殺
の
効
果
が
相
互
代
理
以
外
の
考
え
方
に
よ
る
も
の
だ
と
し
て
お

り

(司
E
E
G
-
Mム
司
会
M)、
具
体
的
な
説
明
を
み
て
も
相
互
代
理
の
考
え
方
が
働
く
場
面
は
多
く
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
時
効
中

(3
)
 

断
に
つ
き
相
互
代
理
で
説
明
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
債
務
消
滅
事
由
に
つ
い
て
は
相
互
代
理
を
理
由
に
し
て
い
な
い
。
債
務
消
滅
事
由
で
相

互
代
理
が
関
係
し
う
る
の
は

一
体
型
の
債
務
免
除
だ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
て
も
免
除
と
い
う
合
意
の
効
力
を
説
明
す
る
た
め
の
理
論
的
な

道
具
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
(
但
し
、
次
述
参
照
)
。

③
 
保
証
に
お
け
る
代
理
と
事
務
管
理
の
考
え
方

北法50(3・lll)503 



説

(
4
)
 

連
帯
債
務
に
お
け
る
相
互
代
理
と
同
様
の
考
え
方
は
、
保
証
に
お
け
る
免
除
や
時
効
中
断
の
効
力
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

主
債
務
者
と
保
証
人
の
間
で
、
主
債
務
者
は
保
証
人
を
代
理
す
る
が
、
保
証
人
は
主
債
務
者
の
受
任
者
ま
た
は
事
務
管
理
者
で
あ
る

(第
五

項
第
三
款
2
)
。
そ
し
て
、
保
証
人
が
受
任
者
で
あ
る
の
は
連
帯
保
証
の
場
合
だ
け
で
な
く
、
保
証
委
託
に
よ
っ
て
も
受
任
者
と
な
る
(
第
八
項

1
)
。
こ
の
説
明
に
は
次
の
特
徴
が
あ
る
。

北法50(3・112)504 

三'b.
日間

ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
主
債
務
者
が
保
証
人
を
代
理
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
主
債
務
者
と
い
う
地
位
に
着
目
し
た
擬
制
だ
と
い
え
る

の
で
あ
っ
て
、
主
債
務
者
が
保
証
人
の
存
在
を
知
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。
同
様
に
、
連
帯
保
証
人
が
主
債
務
者
を
代
理
す
る
と
い
う
点
に
つ

い
て
も
、
単
純
保
証
か
連
帯
保
証
か
は
主
債
務
者
の
関
与
し
な
い
こ
と
だ
か
ら
、
代
理
関
係
は
連
帯
保
証
と
い
う
地
位
に
着
目
し
た
も
の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
保
証
委
託
か
ら
も
代
理
関
係
を
生
ず
る
と
い
う
。
こ
れ
は
債
権
者
に
対
す
る
地
位
で
は
な
く
、
主
債
務
者
と
保
証
人
の

主
観
的
な
関
係
に
着
目
し
て
、
内
部
関
係
か
ら
代
理
を
導
く
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
に
、
内
部
関
係
に
着
目
す
る
考
え
方
は
債
務
免
除

の
説
明
か
ら
も
窺
え
る
。
そ
こ
で
は

一
体
型
を
原
則
と
す
る
理
由
に
つ
い
て
、
内
部
関
係
の
緊
密
さ
と
代
理
関
係
を
並
列
し
て
お
り
、
そ
の

二
点
を
繋
げ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る

(第
五
項
第

一
款
l
参
照
)。

こ
の
よ
う
に
、
旧
民
法
に
お
け
る
相
互
代
理
の
関
係
は
、
対
外
的
な
地
位
か
ら
生
ず
る
だ
け
で
な
く
、
内
部
の
主
観
的
な
団
体
関
係
か
ら

も
生
ず
る
。
そ
し
て
、
相
互
代
理
の
基
本
的
な
作
用
は
免
除
の
合
意
や
時
効
中
断
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
を
説
明
す
る
点
に
あ
る
け
れ
ど
も
、

相
互
代
理
が
実
質
的
に
も
作
用
す
る
局
面
が
あ
る
。
緊
密
な
団
体
関
係
が
あ
れ
ば
免
除
に
つ
い
て

一
体
型
絶
対
効
が
原
則
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
を

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
と
対
比
す
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
免
除
に
お
け
る

一
体
型
の
原
則
に
つ
い
て
相
互
代
理
に
よ
る
説
明
が
あ
っ

た
が
、
批
判
が
強
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
強
調
す
べ
き
で
は
な
い

(北
法
四
八
巻
一
号
四
一
i
五
頁
)
0

ま
た
、
更
改
や
時
効
完
成
の

一

体
型
絶
対
効
(
説
)
に
お
い
て
債
務
者
相
互
間
の
団
体
関
係
を
想
定
し
て
い
た
が

(北
法
四
八
巻
六
号
一一一一
六
一一
|
五
夏
、
そ
こ
で
は
団
体
関
係
を

相
互
代
理
に
結
び
つ
け
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
旧
民
法
は
、
団
体
関
係
を
代
理
の
問
題
に
接
合
さ
せ
な
が
ら

一
体
型
の
原
則
を
説
明
し



て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
絶
対
効
の
問
題
と
代
理
関
係
と
が
一
般
的
に
繋
が
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
い
る
が
、
債
務
消

滅
事
由
全
体
と
し
て
は
連
闘
が
な
い
。
代
理
関
係
は
理
論
的
な
道
具
に
す
ぎ
ず
、
更
改
の
よ
う
に
団
体
関
係
が

一
体
型
絶
対
効
を
も
た
ら
し

て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
相
互
代
理
と
無
関
係
で
あ
る

(次
款
3
0
こ
れ
と
類
似
の
傾
向
は
現
行
法
の
起
草
委
員
に
も
み
て
と
れ
る
。
次
節
第
九
項
第

一
款
2
)
。

2 

全
部
義
務
の
位
置
づ
け

右
の
検
討
か
ら
す
る
と
、
全
部
義
務
の
効
果
に
関
し
て
従
来
と
は
違
っ
た
捉
え
方
を
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
従
来
の
理
解
に
よ
れ
ば
、

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (6) 

連
帯
債
務
規
定
の
す
べ
て
を
全
部
義
務
に
準
用
し
な
い
趣
旨
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る

(淡
路
剛
久

『連
帯
債
務
の
研
究
』
一
四
三
頁
、
尾
崎
三
芳

「
連
帯
債
務
・
不
真
正
連
川
市
債
務
」
星
野
英

一
編
集
代
表

『民
法
講
座
4
』一一一

O
頁)。

し
か
し
、
旧
民
法
が
全
部
義
務
に
つ
い
て
準
用
を
排
除
し
て
い
る
の

は
「
相
互
代
理
ニ
付
シ
タ
ル
連
帯
ノ
効
力
」
で
あ
り

(
債
権
担
保
編
七
三
条
一
望
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
が
具
体
的
に
挙
げ
る
の
は
時
効
中
断

・
後
発
的

(5
)
 

履
行
不
能
に
お
け
る
過
責
・
人
的
防
禦
方
法
(
合
意
能
力
の
欠
如
や
合
意
の
液
抗
を
指
す
。
債
権
担
保
編
五
八
条
)
・
担
保
請
求
の
た
め
の
猶
予
抗
弁

・
判

決
で
あ
る

(
債
権
担
保
編
五
九
条
、
六

一
条
一
項
、
六
二
条
)
。

そ
し
て
、
相

E
代
理
に
伴
う
効
力
に
つ
い
て
の
準
用
排
除
を
規
定
す
る
こ
と
で
、
準
用

の
有
無
を
判
断
す
る
た
め
の
基
準
を
裁
判
官
に
示
し
た
の
だ
と
い
う

(安
吉
弘

ζ

三
寸
ま
た
、
ま
」
E
E
E認
唱
。
室
参
照
)
。

そ
う
す
る
と
、
債
務

消
滅
事
由
に
つ
い
て
は
相
互
代
理
と
は
無
関
係
な
の
だ
か
ら
、
基
本
的
に
は
全
部
義
務
に
も
準
用
を
認
め
る
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
債
務
免
除

(6) 

に
つ
い
て
は
一
体
型
を
原
則
と
し
な
い
と
い
う
趣
旨
で
あ
ろ
う
(
巴
目
、
梅

『対
人
担
保
』一

一一一一
八
|
九
頁
)
O

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
旧
民
法
に
お
け
る
全
部
義
務
は

一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
不
完
全
連
帯
や
全
部
義
務
の
議
論
を
受
け
継
い
だ
と
い

え
る
。
特
に
不
完
全
連
帯
理
論
に
対
す
る
批
判
説
は
、
債
権
者
に
と
っ
て
不
完
全
連
帯
よ
り
も
完
全
連
帯
の
方
が
有
利
だ
と
し
て
お
り
、
そ

(7
)
 

こ
で
は
相
互
代
理
に
基
づ
く
効
力

(過賞

・付
遅
滞

・
時
効
中
断
)
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。
債
務
消
滅
事
由
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
|

|
免
除

北法50(3・113)505 



説

の
一
体
型
原
則
や
時
効
完
成
に
お
け
る
一
体
型
絶
対
効
説
を
別
と
す
れ
ば

|

|
不
完
全
連
帯
に
も
同
じ
効
力
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
う
い
っ
た
思
考
図
式
を
旧
民
法
に
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

吾£λ
日間

第

目

成
立
の
局
面
に
お
け
る
連
帯
債
務
と
全
部
義
務
の
特
徴

す
で
に
み
た
よ
う
に
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
内
部
の
緊
密
な
関
係
に
着
目
し
て
、
そ
こ
か
ら
代
理
関
係
を
引
き
出
し
て
い
る
。
こ
の
発
想
は
連

帯
債
務
や
全
部
義
務
の
成
立
に
関
す
る
説
明
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
契
約
連
帯
の
設
定
時
期
が
異
な
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
先
行
契
約
で
後
行
契
約
を
留
保
し
て
お
れ
ば
、
原
因
と
法
律
行
為
の
同

一

(8) 

性
が
あ
る
か
ら
、
先
行
債
務
者
と
後
行
債
務
者
は
連
帯
債
務
者
と
な
る
と
い
う

3
2
E
E
-
-お
tJ-EB円
安
司

05・
ε〕∞
fp
フ
ラ
ン
ス
法
に
つ

いて
は
、

北
法
四
八
巻

一号一

oz了
四
頁
)
。
契
約
連
帯
の
成
立
に
お
い
て
団
体
関
係
を
想
定
し
て
い
る
と
い
え
る
。

次
に
法
定
連
帯
や
法
定
の
全
部
義
務
に
つ
い
て
、
そ
の
債
務
類
型
を
み
て
み
よ
う
。
幾
つ
か
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
草
案
で
提
案
さ
れ
な

が
ら
も
旧
民
法
に
採
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
の
発
想
を
検
討
す
る
た
め
に
、
旧
民
法
が
採
用
し
な
か
っ
た
規
定
に
つ
い
て
も
対

象
と
す
る
。

イ

賃
借
物
の
焼
失
に
関
す
る
複
数
賃
借
入
の
責
任

旧
民
法
で
は
賃
借
入
の
過
責
に
よ

っ
て
賃
借
物
が
焼
失
す
れ
ば
、
保
管
義
務
違
反
に
よ
る
債
務
不
履
行
と
し
て
損
害
賠
償
義
務
を
生
ず
る

と
解
さ
れ
る

(
財
産
編
一
四
二
条
、
八
四
条
が
賃
借
入
に
善
管
注
意
義
務
を
諜
し
て
い
る
)。

そ
う
い
っ
た
焼
失
の
場
合
に
つ
い
て
当
初
の
草
案
で
は
明
文
を

(9
)
 

お
い
て
、

賃
借
入
の
過
責
を
推
定
す
る
と
同
時
に
、
共
同
住
宅
に
お
け
る
各
賃
借
入
に
全
部
義
務
を
課
し
て
い
た

事
案
一
五
二
条
)
。

ま
た
、

(叩
)

用
益
に
関
し
て
も
同
旨
の
規
定
を
提
案
し
て
い
る
。
草
案
が
全
部
義
務
と
し
て
い
た
の
は
、
借
主
相
互
間
に
利
益
に
よ
る
結
び
つ
き
が
な
く
、

北法50(3・114)506 



相
互
の
監
視
が
不
可
能
で
あ
る
た
め
に
、
黙
示
の
相
互
代
理
の
関
係
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
も
5
2
こ

5
2
盆
三
塁

2
N
D
U
司

N

S

ま
た
、「
火
災
ノ
場
合
ニ
於
ケ
ル
共
同
賃
借
入
ノ
責
任
」
『民
法
編
纂
ニ
関
ス
ル
諸
意
見
並
雑
書
』
商
事
法
務
版

一
O
巻
四
綴
六
四
l
五
頁
(
『民
法
担
保
編
再
調
査
案
議

事
筆
記
』
商
事
法
務
版

一
一
巻
四
綴

一
八
七
l
八
頁
)
も
参
照
)。

共
同
永
借
入
の
借
賃
債
務

永
借
に
お
い
て
、
水
借
入
が
複
数
お
れ
ば
、
借
賃
債
務
が
連
帯
か
つ
不
可
分
と
な
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
永
借
契
約
が
全
員
に
つ
き
同

(日
)

じ
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る

(財
産
編
二
ハ
七
条
)
。

こ
れ
は
永
借
に
特
有
の
理
由
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
永
借
に
お
い
て
は
期
聞
が
長
期
に
わ
た

ロ

一九世紀フランス法における連;ffi=依務と保証 (6) 

る
た
め
に
、
無
資
力
の
永
借
入
を
生
じ
た
り
、
永
借
入
に
つ
き
共
同
相
続
を
生
ず
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
う
す
る
と
永
貸
人
の
貸
賃
回
収
を

容
易
に
す
る
た
め
に
連
帯
か
つ
不
可
分
と
す
る
必
要
が
あ
っ
て
、
永
借
入
相
互
間
に
組
合
関
係
が
あ
る
こ
と
が
殆
ど
で
あ
る

3
2
2
こ
己
改

z
u
a
'
H
開封唱。忠円

-M
1
3・
ま
た
、
「
ボ
ア
ソ
ナ
l
ド
氏
民
法
草
案
修
正
二
関
ス
ル
意
見
筆
記
第
こ

『民
法
編
纂
ニ
関
ス
ル
雑
書
』
商
事
法
務
版
一
二
巻
二
綴
九
九
頁
参
照
)。

共
同
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
債
務

(ロ
)

共
同
不
法
行
為
の
場
合
に
、
原
則
と
し
て
各
不
法
行
為
者
は
全
部
義
務
の
関
係
に
立
ち
、
共
謀
が
あ
る
場
合
に
限
り
連
帯
債
務
と
な
る

ノ、(財
産
編
三
七
八
条
)
。

不
完
全
嘱
託

(}
主
主
管
Z
2
5
E
EO)
お
よ
び
補
約

(て
与
B
E
E
Oロ
)

第
三
者
が
債
務
関
係
に
加
わ
っ
て
新
た
な
債
務
者
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
、
債
権
者
が
旧
債
務
者
を
解
放
し
な
け
れ
ば
、
旧

債
務
者
と
新
債
務
者
の
双
方
が
債
務
を
負
う
こ
と
に
な
る

(旧
債
務
者
を
解
放
す
れ
ば
、
債
務
者
交
替
に
よ
る
更
改
と
な
る
)
。
二

つ
の
債
務
の
関
係
は
委

任
の
有
無
で
異
な
り
、
新
債
務
の
設
定
に
つ
き
旧
債
務
者
が
新
債
務
者
に
委
任
し
て
お
れ
ば

(
H
不
完
全
嘱
託
)
連
帯
債
務
と
な
る
が
、

委
任

が
な
け
れ
ば

(H
補
約
)
全
部
義
務
と
な
る

(財
産
編
四
九
七条)。

ボ
ワ
ソ
ナ
ド
に
よ
る
と
、
不
完
全
嘱
託
の
場
合
に
は
、
新
債
務
設
定
の
委
任

に
よ

っ
て
債
務
者
相
互
間
に
委
任
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
補
約
は
新
債
務
者
が
事
務
管
理
を
す
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
旧
債
務
者

北法50(3・115)507



説

に
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
は
で
き
て
も
不
利
益
を
及
ぼ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
に
相
互
委
任
の
関
係
が
な
い
百
三
旦
己
ロ
山
字
凶

1
3』
何
回
吉
弘
己
主
N

∞・
8
)
。

'?b. 
H聞

ホ

会
社
債
権
者
に
対
す
る
社
員
の
債
務

会
社
が
無
資
力
な
ど
の
場
合
に
、
社
員
は
会
社
債
務
に
つ
き
履
行
義
務
を
負
い
、
各
社
員
の
債
務
は
連
帯
と
な
る

(
財
産
取
得
編
一
四
三
条
二

項
)
。
こ
れ
は
、
商
事
会
社
の
場
合
と
同
じ
理
由
が
民
事
会
社
に
も
働
く
か
ら
だ
と
し
て
、
三
つ
の
理
由
を
挙
げ
て
い
る
。
第
一
に
、
債
権

者
に
担
保
を
与
え
る
こ
と
で
会
社
に
金
融
の
途
を
拓
く
、
必
要
が
あ
り
、
第
二
に
、
損
失
分
担
割
合
は
債
権
者
に
わ
か
り
に
く
く
、
第
三
に
、

社
員
に
は
業
務
執
行
ま
た
は
そ
の
監
督
の
点
で
過
責
が
あ
る
か
ら
だ
と
い
う

(安
吉
弘
己
(
-
∞
三
)
司
-
M
ゴ
ま
た
、
司
円
ε
2
5
5
2
盆(-∞唱】
)
Z
a
J
凶唱]参

昭
…
)
。J¥ 

使
用
借
主
の
目
的
物
返
還
債
務

使
用
貸
借
に
お
い
て
、
借
主
は
目
的
物
の
返
還
義
務
を
負
い
、
ま
た
滅
失
・
段
損
に
つ
い
て
責
を
負
う
(
財
産
取
得
編
一

九
七
条
よ
一
0
7
h
A
)
。

複
数
の
借
主
が
同
一
物
を
一
緒
に

(
g
a
2
5
2三
借
り
受
け
て
、
同
時
に
ま
た
は
交
互
に
利
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
借
主
の
債
務
は
連
帯
と

な
る
(
財
産
取
得
編
二
O
二
条
)
。
こ
れ
は
借
主
相
互
間
に
利
益
共
同
体
の
関
係
が
あ
る
こ
と
に
よ
る

3
2
2
己
己
宏

zse円
安

3
5・J
u
gム)。

ト

委
任

受
任
者
は
事
務
処
理
に
つ
き
善
管
注
意
義
務
を
負
い
、
ま
た
受
取
物
引
渡
な
ど
の
義
務
を
負
う
が
(
財
産
取
得
編
二
三
七
条
1
二
四
二
条
)
、
受
任

者
が
複
数
で
あ
っ
て
も
原
則
と
し
て
各
自
の
過
失
に
つ
い
て
し
か
責
を
負
わ
な
い
。
こ
れ
は
、
共
同
受
任
者
が
同
時
に
委
任
を
受
け
た
場
合

も
同
じ
で
あ
る
。
例
外
と
し
て
、
連
帯
特
約
が
あ
る
か
、
「
過
失
ノ
連
合

(-
a
P
E
E
n
g宣
言
問
)」
が
あ
れ
ば
連
帯
債
務
を
負
う

(財
産
取
得
編
二
四

三
条)。

そ
れ
に
対
し
委
任
者
が
複
数
の
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
事
務
処
理
費
用
等
の
債
務
に
つ
き
連
帯
す
る

(財
産
取
得
編
二
四
九
条
)。

こ
の
よ
う
に
、
受
任
者
が
複
数
の
場
合
と
委
任
者
複
数
の
場
合
と
で
は
原
則
と
例
外
が
逆
転
し
て
い
る
。
こ
れ
は
委
任
と
い
う
奉
仕
を
す
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る
側
と
受
け
る
側
の
違
い
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
委
任
者
は
使
用
貸
借
に
お
け
る
借
主
と
同
じ
く
奉
仕
を
受
け
る
側
で
あ
る
か
ら
、
複
数
お

れ
ば
厳
格
な
責
任
を
課
し
て
も
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
も
し
各
委
任
者
の
債
務
が
共
通
の
事
務
に
お
け
る
利
益
持
分
に
と
ど
ま
る
と
す
れ
ば
、

そ
の
持
分
を
受
任
者
が
調
べ
て
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
困
難
で
あ
っ
て
結
果
的
に
委
任
の
引
受
を
阻
害
す
る
こ
と
に
な
る
。

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (6) 

こ
こ
で
は
、
委
任
契
約
が

一
緒
に
な
さ
れ
た
か

(g
S
0
5
5
3
三
否
か
を
区
別
し
て
お
ら
ず
、
各
委
任
者
が
別
々
に
委
任
し
た
場
合
に
つ
い
て

疑
い
を
生
ず
る
が
、
委
任
内
容
が
共
通
で
あ
る
こ
と
に
着
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
受
任
者
は
奉
仕
を
す
る
側
だ
か
ら
、
受
任

者
が
複
数
の
場
合
に
厳
格
な
責
任
を
正
当
化
で
き
な
い

3
2
2
5
ロ
ゴ
凶
志
∞
介
安
ち
弘
己
主
お
)。

但
し
、
各
受
任
者
に
つ
い
て
委
任
契
約
が
別
々

で
あ
れ
ば
、
全
員
に
事
務
処
理
上
の
慨
怠
が
あ
る
と
し
て
事
務
の
全
体
に
つ
き
責
を
負
う
。
こ
れ
は
、
受
任
者
が

一
人
の
場
合
と
同
じ
で
あ

る
が
、
受
任
者
相
互
間
に
緊
密
な
関
係
が
な
い
か
ら
全
部
義
務
と
な
る
。
さ
ら
に
複
数
の
受
任
者
に
つ
き
連
帯
が
成
立
す
る
こ
と
も
あ
り
、

(日
)

一
般
原
別
で
あ
る
財
産
編
三
七
八
条
が
妥
当
す
る

3
2
E
己

乙

g

共
謀

(8
5
2
3
が
あ
れ
ば
共
同
不
法
行
為
が
成
立
す
る
の
で
あ
っ
て
、

同
》
唱
J

『
凶
一
切
メ
司

O
ω
A山
門
山
唱
-
h
#
凶

m'叫
)
。

チ

分
別
利
益
な
き
共
同
保
証
人

法
定
の
全
部
義
務
で
は
な
い
が
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
保
証
人
の
分
別
利
益
を
説
明
す
る
さ
い
に
、
共
同
保
証
人
の
債
務
が
連
帯
債
務
で
は
な

く
全
部
義
務
で
あ
っ
て
、
相
互
聞
に
緊
密
な
関
係
が
な
い
と
し
て
い
る

3
5
2
三
ロ
望
E
ま
工
∞
色
)。

こ
れ
も
主
観
的
な
繋
が
り
の
欠
知
に
着

目
し
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
法
定
の
連
帯
債
務
と
全
部
義
務
の
区
分
は
、
専
ら
債
務
者
相

E
聞
に
お
け
る
主
観
的
な
繋
が
り
の
有
無
(
ハ
・
ニ
・
ト

(
H
H
)
 

(
受
任
者
複
数
の
場
合
)
チ
)
ま
た
は
利
益
共
同
体
関
係
の
有
無

(イ
・
ロ
・
ホ
ヘ
・
ト

(
委
任
者
複
数
の
場
合
)
)
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
団
体
関
係
の

有
無
が
代
理
関
係
の
有
無
に
繋
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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説

第
二
款

個
別
事
由
の
効
力
論
か
ら
の
分
析

雪命

債
務
消
滅
事
由
の
効
力
に
つ
い
て
、
旧
民
法
は
一
九
世
紀
の
議
論
を
必
ず
し
も
受
け
継
い
で
い
な
い
。
こ
れ
を
端
的
に
示
す
の
は
債
務
免

除
の
規
定
で
あ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
一
体
型
絶
対
効
を
原
則
と
す
る
こ
と
に
批
判
が
強
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
旧
民
法
は
批
判
を
考
慮
す
る

こ
と
な
く
こ
の
原
則
を
受
け
継
い
で
い
る
。
と
は
い
え
、
議
論
の
全
体
的
な
方
向
と
し
て
は

一
九
世
紀
の
議
論
が
生
か
さ
れ
て
お
り
、
前
章

で
の
分
析
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
当
て
蔽
る
(
北
法
四
八
巻
六
号
三
二
五
五
|
六

一
頁
参
照
)
。

1 

給
付
に
関
係
す
る
事
由
と
そ
の
解
消

給
付
に
関
係
す
る
弁
済
・
供
託

・
更
改

・
代
物
弁
済
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
に
債
権
者
が
給
付
を
保
持
で
き
な
か
っ
た
場
合
が
問
題
と
な

る
。
そ
の
場
合
に
連
帯
債
務
や
保
証
が
復
活
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
給
付
を
保
持
で
き
な
い
点
で
債
権
者
の
意
思
が
関
与
し
て
い
る
か
に
掛

か
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
弁
済
が
あ
っ
て
も
、
債
権
者
が
追
奪
を
受
け
れ
ば
連
帯
債
務
も
復
活
す
る
。
ま
た
、
供
託
だ
け
で
は
債
務
消
滅

効
が
確
定
し
な
い
か
ら
、
供
託
物
取
戻
に
よ
っ
て
連
帯
債
務
も
復
活
す
る
。
し
か
し
、
債
権
者
の
受
諾
後
の
取
戻
に
は
債
権
者
の
同
意
を
要

す
る
代
わ
り
に
、
債
務
復
活
の
効
果
は
供
託
の
当
事
者
間
に
と
ど
ま
る
。
ま
た
、
代
物
弁
済
に
お
い
て
追
奪
が
あ
っ
て
も
連
帯
債
務
や
保
証

は
復
活
し
な
い
が
、
こ
れ
は
代
物
弁
済
契
約
に
債
権
者
が
応
じ
た
こ
と
を
重
視
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
更
改
に
つ
い
て
は
、
更
改
後
の

新
債
務
が
不
履
行
の
場
合
に
関
す
る
説
明
が
な
い
け
れ
ど
も
、
代
物
弁
済
の
説
明
か
ら
す
れ
ば
同
様
に
考
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
う
い
っ
た
考
え
方
は
給
付
に
関
係
し
な
い
事
由
に
も
及
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
混
同
に
つ
い
て
は
、
そ
の
解
消
に
よ
る
担

保
の
復
活
が
問
題
と
な
り
、
混
同
解
消
の
原
因
に
応
じ
て
結
論
が
異
な
る
。
具
一体
的
に
は
、
贈
与
の
合
意
解
除
や
忘
恩
行
為
を
理
由
と
す
る

撤
回
が
あ
っ
て
も
保
証
が
復
活
し
な
い
と
し
て
い
る
の
は
、
そ
こ
に
債
権
者
の
意
思
が
関
与
し
て
い
る
か
ら
だ
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
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ま
た
一
体
型
の
免
除
に
つ
い
て
も
、
全
員
を
解
放
す
る
の
が
債
権
者
の
意
思
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
も
債
権
者
の
関
与
が
あ
る
。

2 

負
担
部
分
型
絶
対
効
事
由

負
担
部
分
型
の
事
由
に
お
い
て
は
求
償
権
へ
の
考
慮
が
理
由
と
な
っ
て
い
る
が
、
考
慮
の
仕
方
は
二
つ
に
分
か
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
相
殺

や
混
同
は
債
務
者
相
互
間
に
お
け
る
利
益
調
整
の
問
題
で
あ
っ
て
、
債
務
者
内
部
の
負
担
関
係
が
負
担
部
分
型
絶
対
効
の
根
拠
と
な
る
。
そ

れ
に
対
し
て
、
負
担
部
分
型
の
免
除
に
つ
い
て
は
債
権
者
の
利
益
も
考
慮
し
て
お
り
、
具
体
的
に
は
内
部
の
負
担
関
係
に
関
す
る
債
権
者
の

善
意
・
悪
意
を
問
う
て
い
る
。
こ
れ
は
、
免
除
が
求
償
権
侵
害
に
対
す
る
制
裁
の
問
題
で
あ
っ
て
、
債
権
者
の
免
除
意
思
を
帰
責
の
根
拠
と

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (6) 

す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
時
効
に
つ
い
て
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
負
担
部
分
の
意
味
を
説
明
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
免
除
と
同
じ
発
想
を
示
し
て

お
り
、
免
除
を
推
定
し
た
う
え
で
、
推
定
の
理
由
を
債
権
者
が
長
く
行
動
し
な
か
っ
た
こ
と
に
求
め
る
。
こ
れ
は
債
権
者
の
怠
慢
を
帰
責
の

根
拠
と
し
て
、
求
償
権
侵
害
を
制
裁
し
た
も
の
で
あ
る
(
正
確
に
い
え
ば
、
時
効
は
い
わ
ゆ
る
負
担
部
分
型
で
は
な
く
、
時
効
完
成
者
が
解
放
さ
れ
る
の
も
負
担
部

分
の
範
囲
に
と
ど
ま
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
こ
こ
で
の
問
題
に
関
係
し
な
い
)
。

こ
の
よ
う
に
免
除
や
時
効
の
効
力
は
求
償
権
侵
害
に
対
す
る
制
裁
の
性
質
を
も
つ
の
で
あ
っ
て
、
担
保
保
存
義
務
違
反
抗
弁
と
共
通
す
る
。

そ
し
て
、
旧
民
法
は
二
つ
の
方
向
で
こ
の
抗
弁
を
拡
張
し
て
お
り
、
保
証
人
だ
け
で
な
く
連
帯
債
務
者
に
も
認
め
る
と
と
も
に
(
財
産
編
五

一

二
条
、
債
権
担
保
編
七
二
条
)
、
求
償
期
待
の
問
題
に
つ
い
て
契
約
時
で
は
な
く
担
保
の
放
棄
時
を
基
準
に
し
た
(
第
五
項
第
三
款
3
、
特
に
註

(8))
。

こ
の
点
に
つ
き
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
契
約
時
に
求
償
期
待
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
の
団
体
関
係
を
要
求
す
る
考
え
方
が
あ
っ
た
け
れ

ど
も
(
北
法
四
八
巻
一
号

一
O

一
1

九
頁
、
六
号
ご
二
六
五
頁
)
、
旧
民
法
は
求
償
侵
害
に
対
す
る
制
裁
の
問
題
を
そ
う
い
っ
た
団
体
関
係
か
ら
切
り
離

し
た
の
で
あ
る
。
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説

3 

事
自
の
性
質
論
か
ら
は
説
明
で
き
な
い
問
題

萱ム
ロ冊

前
章
で
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
更
改
や
時
効
を
弁
済
に
擬
え
る
説
明
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
債
務
者
相
互
間
の
一
体
的
な
関
係
を
背
景
に
し
た

も
の
で
あ
っ
た
(
北
法
四
八
巻
六
号
一
三
六
一
了
五
頁
)
。
旧
民
法
で
も
更
改
に
つ
い
て
は
同
じ
こ
と
が
い
え
る
が
(
第
三
項
l
b
)
、
時
効
は
負
担
部
分

型
絶
対
効
と
す
る
こ
と
で
、

一
体
的
な
関
係
の
問
題
と
は
切
り
離
し
て
い
る

(
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
法
で
い
え
ば
負
担
部
分
型
の
免
除
と
同
じ
情
況
に
な
っ
て

いる)。(
l
)
免
除
の
問
題
と
は
別
に
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
保
証
と
の
差
異
と
し
て
主
債
務
性
を
挙
げ
て
お
り

3
2
2
Z
E
毛
主
立
凶
e

安
吉
弘

ζ
司

∞

D
-
)

、
こ
の

点
か
ら
も
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
が
い
う
と
こ
ろ
の
相
互
保
証
が
債
権
者
に
対
す
る
関
係
の
も
の
で
は
な
い
と
い
え
そ
う
で
あ
る
(
北
法
四
八
巻
六
号
一

一一一

五
二
頁
参
照
)
。
し
か
し
こ
の
説
明
は
参
考
に
な
ら
な
い
。
そ
の
文
脈
は
債
務
の
付
款
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
条
件
・
期
限
が
連
帯
債

務
者
の
一
部
に
つ
い
て
だ
け
約
定
さ
れ
る
こ
と
も
可
能
だ
|
|
保
証
の
場
合
に
は
主
債
務
だ
け
に
付
款
が
付
く
こ
と
は
附
従
性
か
ら
い
っ
て
許

さ
れ
な
い
ー
ー
と
い
う
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
叙
述
か
ら
、
債
務
消
滅
の
局
面
で
連
帯
債
務
の
主
債
務
性
を
考
え
て
い
た
と
捉
え
る
の
は
困
難
で

あ
ろ
う
。

(
2
)
相
互
代
理
が
債
務
者
の
た
め
で
も
あ
る
と
す
る
点
に
つ
い
て
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
プ
ロ
ジ
ェ
・
新
版
で
削
除
し
て
お
り

3
2
2
z
-
E
Z
S
E

コ
0
5
盆

苧

ニ

弁

開

ζ
o
m
仏
三
(
-
∞
由

-
)
Z
S
I
P
こ
の
修
正
を
批
判
す
る
も
の
が
あ
る
。
梅

『債
権
担
保
論
第
二
冊
』
三
五
三
頁
)
、
当
初
の
見
解
を
み
て
も
、
代
理
が

債
務
者
の
た
め
に
働
く
こ
と
を
否
定
し
て
い
る

3
2
2
己
N
-
E
工
会
)
。
し
か
し
、
判
決
効
が
債
務
者
の
利
益
に
働
く
こ
と
も
あ
る
の
だ
か
ら

(
債
務
担
保
編
五
九
条
)
、

代
理
の
意
義

・
範
囲
に
つ
い
て
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
の
考
え
は
揺
ら
い
で
い
る
と
い
え
る
(
代
理
の
範
囲
に
つ
き
詳
し
く
は
、

?
3
2
Z

E
3
1
8ム
参
照
)
。

(3)
た
し
か
に
更
改
・
相
殺
・
混
同
に
つ
い
て
は
相
互
代
理
の
説
明
が
あ
る
。
し
か
し
、
更
改
に
つ
い
て
は
実
質
論
ば
か
り
か
理
論
的
な
道
具
と

し
で
も
相
互
代
理
を
持
ち
出
す
必
要
は
な
く
(
第
三
項
2
)
、
ま
た
相
殺
に
つ
い
て
は
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
自
身
が
相
互
代
理
の
作
用
を
否
定
し
て
い
る

(
第
六
項
2
③
)
0

さ
ら
に
混
同
に
つ
い
て
は
相
互
代
理
を
相
互
保
証
の
考
え
方
と
並
列
し
て
お
り

(第
七
項
l
)
、
力
点
は
相
互
保
証
の
考
え
方
に

あ
る
と
い
え
る
。
も
し
相
互
代
理
に
意
味
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
の
発
想
か
ら
す
る
と
保
証
の
場
合
に
も
代
理
関
係
の
有
無
を
問
題
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一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (6) 

に
す
る
は
ず
で
あ
る
の
に
、
保
証
委
託
等
に
よ
る
区
別
を
持
ち
出
し
て
は
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
相
互
代
理
が
作
用
す
る
主
た
る
領
域
は
債
務

消
滅
事
由
で
は
な
く
、
む
し
ろ
時
効
中
断
や
判
決

・
自
白
・
後
発
的
履
行
不
能
に
お
け
る
過
責
と
い
っ
た
事
由
で
あ
る
。

(
4
)
同
じ
発
想
は
保
証
人
の
自
白
に
つ
い
て
も
示
さ
れ
て
お
り
、
保
証
委
託
や
連
帯
保
証
が
な
い
限
り
、
主
債
務
者
に
効
力
が
及
ば
な
い

(債
権
担

保
編
二
八
条
二
項
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
甲
ε
E
E
己
凶
三
円
安
吉
弘

Z
Z叶
参
照
)。

と
こ
ろ
が
、
保
証
人
が
判
決
を
受
け
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
別
の
発

想
が
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
主
債
務
者
は
そ
の
判
決
を
援
用
で
き
る
が
、
そ
の
判
決
が
不
利
で
あ
っ
て
も
主
債
務
者
を
拘
束
し
な
い
(
債

椛
担
保
編
二
六
条
)
。
こ
れ
は
、
保
証
人
の
行
為
を
事
務
管
理
と
捉
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
保
証
委
託
の
有
無
が
関
係
な
い
と
い
う
の
で

あ
る
。
保
証
委
託
の
内
容
は
弁
済
す
る
こ
と
に
あ
っ
て
、
訴
訟
で
弁
論
す
る
こ
と
笠
宮
旨
)
で
は
な
い
か
ら
だ
と
い
う

(司旦
E

E
コ
-
U
1
0・

史
ち
な

E
Z
u
a岱
す
で
に
紹
介
が
あ
る
。
和
田
安
夫
元
史
料
V

債
権
総
則

(二
七
)
」
民
商
人
七
巻
三
号
四
七
二

三

頁

(注
8
)
)
。
現
行
法
の
起
草
者
も
旧
民
法

に
つ
い
て
は
同
じ
説
明
を
し
て
お
り
、
弁
済
や
そ
の
準
備
行
為
と
弁
論
は
違
う
の
だ
と
捉
え
て
い
る

(
梅
『
債
権
担
保
論
第

一
冊
』一

七
九
頁
、
一
八
二

頁
)
。

(5
)
連
帯
債
務
者
が
訴
求
を
受
け
れ
ば
、
相
債
務
者
を
訴
訟
に
引
き
込
む
た
め
の
猶
予
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

(
債
権
担
保
編
五
六
条
一
項
、

財
産
編

三
九
九
条
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

一
八
O
六
年
民
訴
法

一
七
五
条
。
若
林
安
維

「一

八
O
六
年
フ
ラ
ン
ス
民
事
訴
訟
法
典
(
仮
訳
)
|
口
」

近
大
法
学
三
二
巻
一
一H
四
口
万
四
七

頁
参
照
)。

ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
全
部
義
務
者
に
猶
予
抗
弁
が
な
い
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
で
疑
義
が
あ
る

(
そ
も
そ
も
、
明
治
二
三
年
民
訴
法
六

一
条
一
項

に
よ
れ
ば
訴
訟
告
知
が
あ
っ
て
も
手
続
は
続
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
実
体
法
と
手
続
法
が
対
応
し
て
い
な
い
が
、
こ
の
点
は
措
い
て
お
く
。
梅

『対
人
担
保
』
九
一

l
二
頁
、
一
八
一二
l
四
頁
参
照
)
。

当
初
か
ら
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
全
部
義
務
者
に
猶
予
抗
弁
を
否
定
し
て
い
た
が

3
5
2
【
ご
注
三
認

1
5、
法
律
取
調
委
員
会
で
は
共
同
不
法
行

為
者
に
猶
予
抗
弁
を
否
定
す
る
点
で
異
論
が
出
て
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
の
意
見
を
聞
く
こ
と
に
な
っ
た

(『
民
法
担
保
編
再
調
査
案
議
事
筆
記
』
商
事
法
務
版

一一

巻
四
綴
四
二
三
頁
(
『民
法
草
案
再
調
査
案
議
事
筆
記
』
商
事
法
務
版

一
五
巻
五
綴
二一

四
頁
、
松
岡
康
毅
・
南
部
強
男
・
尾
崎
忠
治
・
粟
塚
省
吾
発
一言))。

そ
し

て
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
の
意
見
は
、
全
部
義
務
者
に
も
猶
予
抗
弁
を
認
め
る
こ
と
に
し
て
、
註
釈
の
説
明
を
修
正
せ
よ
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
(
「
第
千
七

十

〔四〕

条」
、
「号
外
民
法
修
正
案
」
『
民
法
編
纂
ニ
関
ス
ル
諾
意
見
並
雑
書
』
商
事
法
務
版
一
O
巻
四
綴

=
三
頁
、
一
九
七
頁
)
、
実
際
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
・
新
版
や

理
白
書
で
修
正
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
猶
予
抗
弁
に
関
す
る
旧
民
法
の
態
度
に
は
一
貫
性
が
な
く
、
不
可
分
債
務
者
に
抗
弁
を
認
め

る

一
方
で
(
財
産
編
四
四
九
条
。
ま
た
、

三
九
九
条
参
照
)
保
証
人
の
猶
予
抗
弁
は
保
証
委
託
が
あ
る
場
合
に
限
定
し
て
い
る
(
債
権
担
保
編
二
九
条
二
項、

二
四
条
)
。
な
お
、
当
時
の
有
力
説
は
全
部
義
務
者
に
も
猶
予
抗
弁
を
認
め
て
い
る

(U
S
E
E
F
0・己

azo-司
-M3
1∞
反
対
、
問
。
島
F
F
E
m
o
-
-含
2
2円
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説

ια
-・5
且】
〈

E
M
F
己戸【凡山(戸∞凶
一N)
ロ
--YH-u-Na'
斗)。

(6)
淡
路
説
は
連
帯
債
務
規
定
が
全
て
準
用
さ
れ
な
い
と
推
測
し
て
、
そ
の
根
拠
を
二
つ
示
す
が

(淡
路
剛
久

『連
帯
依
務
の
研
究
』一

回
三
頁
)
、
根
拠

と
し
て
は
弱
い
。
第
一
に
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
不
完
全
連
帯
と
い
う
概
念
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
が
単
純
全
部
義

務
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
連
帯
で
な
い
こ
と
を
示
し
た
の
だ
と
推
測
し
て
い
る
。
し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
不
完
全
連
帯
と
全
部
義
務
と

は
、
連
帯
債
務
規
定
の
適
用
を
排
除

(
正
確
に
は
、
一
部
の
排
除
)
す
る
た
め
の
議
論
だ
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
体
系
的
な
位
置
づ
け

が
異
な
る
。
不
完
全
連
帯
は
法
定
連
帯
の
一
部
に
つ
い
て
連
帯
債
務
規
定
の
適
用
を
排
除
す
る
議
論
で
あ
る
の
に
対
し
、
全
部
義
務
の
議
論
が

対
象
に
し
て
い
る
の
は
法
定
連
帯
以
外
の
場
合
で
あ
る

(北
法
四
七
巻
六
号
一
七
二
O
l
一
頁
。
こ
の
こ
と
は
、
淡
路
・
前
掲

一八
O

二
頁
で
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
)
。
そ
し
て
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
立
法
作
業
に
携
わ
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
も
し
用
語
に
拘
る
の
だ
と
す
れ
ば
全
部
義
務
と
し
な
け
れ
ば
お
か

し
い
。
第
二
に
、
淡
路
説
に
よ
れ
ば
、
求
償
に
関
す
る
連
帯
債
務
規
定
を
準
用
せ
ず
、
別
に
規
定
を
設
け
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
(
債
権
担
保
編
七
三

条
二
項
)
、
債
務
消
滅
事
自
に
つ
い
て
も
連
帯
債
務
と
は
異
な
っ
た
処
理
を
意
図
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
淡
路
説
も
い
う
よ

う
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
全
部
義
務
に
も
免
除
に
負
担
部
分
型
絶
対
効
を
認
め
る
議
論
が
あ
る
の
だ
か
ら
(
淡
路
前
掲
二
二
四
頁
)
、
む
し
ろ
旧
民
法

が
全
部
義
務
に
も
求
償
権
を
認
め
た
点
を
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
7
)
不
完
全
連
帯
の
理
論
が
法
定
連
帯
の
一
部

(例
、
刑
法
五
五
条
に
よ
る
共
同
の
犯
罪
行
為
者
の
損
害
賠
償
債
務
)
に
つ
い
て
連
帯
債
務
規
定
の

一
部
を
排

除
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
、
反
対
説
は
次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。
た
と
え
一
二

O
五
条
か
ら
一
二

O
七
条
(
後
発
的
履
行
不
能
に
お
け
る
過
賞

・付

遅
滞

・
時
効
中
断
)
を
説
明
す
る
に
は
委
任
関
係
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
も
、
債
権
者
の
た
め
に
法
律
が
連
帯
を
設
け
た
の
で
あ
る
し
、

違
法
な
組
合
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
共
同
の
犯
罪
行
為
者
間
の
組
合
関
係
を
否
定
す
れ
ば
、
か
え
っ
て
行
為
者
の
地
位
が
良
く
な
っ
て
し
ま
い

不
当
だ
と
い
う
の
で
あ
る

3
3
0
Z
5
F
E
M
E
-お
ご
-MM凶ム
e
p
z百二

orz司
P
5
2
5
2
5
E
司
U
-
c
e
E
z
z
'
z
n
E
5
5
0門田
E
E
-
-凶
三
ω
忠
司
ι。∞七-同

己目、

F
EH『Oロ
FF-叶口
一ニ凶司凶】
hfM
uzzp
門叶

コ
凶一ご司品品
u
am

山)。

こ
れ
に
対
し
債
務
消
滅
事
由
に
つ
い
て
、

一
九
世
紀
の
全
部
義
務
の
議
論
は
債
務
免
除
に
負
担
部
分
型
絶
対
効
を
認
め
て
い
る
(
北
法
四
八
巻
六

号
二
二
六
五
頁
。
こ
れ
に
対
し
て
相
対
効
説
も
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
合
意
の
相
対
効
原
則
に
あ
り
、
ま
た
全
部
義
務
に
つ
き
担
保
保
存
義
務
違
反
抗
弁
を
否
定
し
て
い
る
。

同

2
5月
P
C
O
E
s
-
-品
目
尽

Eι
己
主
主
EE--尽ロ
・コ
ピ
司
・
-
N
B
)

。
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
民
法
典
第
三
章
第
四
款

(
債
務
の
種
類
|
|
連
帯
)
の
規
定
が
不
完

全
連
帯
に
適
用
さ
れ
な
い
と
説
明
し
て
い
る
が

(宮
向
。
邑
F
E
Z宏
司
山
ま
ま
た、

E
C
E
Z
L
コ
コ
凶
}
凶
司
凶
-
凶
帽の
o
zs
虫色
。
的
自
門g
a
p
s
ロ

GUz
--司N
-
0
・

窓口
Z
EF
R
E5
2:
門田
E
n
L
己
主
Mま

1
0∞
参
照
)
、
こ
れ
は
相
互
代
理
に
基
づ
く
効
力
を
否
定
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
債
務
消
滅
事
由
の
効

高命

北法50(3・122)514



一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (6) 

力
に
つ
い
て
は
第
四
章
(
債
務
の
消
滅
)
が
規
定
す
る
。

(8)
旧
民
法
で
は
、

契
約
の
行
為

・
時
期
・
場
所
が
異
な
る
場
合
で
も
連
帯
債
務
が
成
立
す
る
と
あ
る

(債
権
担
保
編
五
三
条
一
項
)
。
こ
の
規
定
の
意

味
に
つ
い
て
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
が
想
定
し
て
い
る
の
は
、
分
割
債
務
の
形
で
債
務
が
設
定
さ
れ
た
後
に
、
連
帯
約

定
を
結
ぶ
場
合
で
あ
っ
て
、
連
帯
約
定
が
別
々
で
あ
っ
て
も
連
帯
債
務
が
成
立
す
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
(
同
旨
、
宮
城

『巻
之

一
』
三
一

四

l
六
頁
、
梅

『債
権
担
保
論
第
二
冊
』一
二六

一
a
L
一頁)。

し
た
が

っ
て
、
債
務
自
体
が
異
別
に
設
定
さ
れ
た
場
合
に
つ

い
て
は
、
規
定
の
対
象
外
だ
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
先
行
契
約
で
後
行
契
約
を
指
示
し
て
お
れ
ば
連
帯
債
務
が
成
立
す
る
と
し
て
い
る
。

(
9
)
当
初
の
草
案
で
は
連
帯
債
務
だ
っ
た
が
3
2
E
F--
M
盆
-
E
s
s
e
N
D
N
ム
司-MEN-d
、
債
権
担
保
編
で
全
部
義
務
を
規
定
す
る
こ
と
に
し
た
の
に
伴
つ

て
、
賃
借
入
の
責
任
を
全
部
義
務
に
改
め
た

(「
火
災
ノ
場
合
ニ
於
ケ
ル
共
同
賃
借
入
ノ
責
任
」
、
「
号
外
民
法
修
正
案
」
『民
法
編
纂
ニ
関
ス
ル
諸
意
見
並
雑
書』

商

事
法
務
版

一
O
巻
四
綴
六
四
1

五
頁
、

一
九
五
頁
、

「民
法
担
保
編
再
調
査
案
議
事
筆
記
』
商
事
法
務
版

一
一
巻
四
綴
一
八
七
八
頁
)
。

最
終
的
に
こ
の
草
案
を
削
除
し
た
の
は
、
火
災
が
頻
繁
に
あ
る
こ
と
を
考
え
て
賃
借
入
の
保
護
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
(
『民
法
草
案
再
調
査
案
議

事
筆
記
」
商
事
法
務
版

一
五
巻
五
綴
三
二
四
頁
(
栗
山
啄
発
言))。

し
か
し
、
草
案
が
類
焼
の
場
合
も
対
象
と
し
て
い
る
と
誤
解
し
た
批
判
も
あ
り

(問
瞥
三

二
四
l
五
頁

(
寺
島
直
・
架
塚
発
言
)
)
、
起
草
・
立
法
過
程
で
の
混
乱
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る

(な
お
、
こ
の
削
除
は
元
老
院
審
査
委
員
会
で
の
審
議
に
由
来
す

る
。
こ
の
時
期
の
立
法
経
緯
に
つ
い
て
は
、
手
塚
豊

「旧
民
法
審
査
元
老
院
会
議
筆
記」

『明
治
民
法
史
の
研
究

(上
)
』
二
八
四
七
頁
、
大
久
保
泰
甫
H
高
橋
良
彰

『ボ

ワ
ソ
ナ
1
ド
民
法
典
の
編
纂
』
一
一
一
六
ー
七
頁
参
照
)
。

(叩
)
財
産
編
八
五
条
は
用
益
物
が
焼
失
し
た
場
合
に
つ
き
用
益
権
者
の
過
失
を
推
定
し
て
お
り
、
字
句
を
除
け
ば
当
初
の
草
案
通
り
で
あ
る
。
し

か
し
、
法
律
取
調
委
員
会
が
草
案
を
可
決
し

(『民
法
草
案
第
二
編
物
権
ノ
都
議
事
筆
記
」
商
事
法
務
版
八
巻
二
綴
一
二
五
頁
(
『
民
法
草
案
第
二
編
会
議
議
事
筆
記
』

商
事
法
務
版

一
五
巻
三
綴
二
一
頁
)、

『民
法
草
案
財
産
編
再
-調
査
案
議
事
筆
記
』
商
事
法
務
版

一一

巻
二
綴
八

一
頁
(
『
民
法
草
案
再
調
査
案
議
事
筆
記
』
商
事
法
務
版

一
五

巻
五
綴
二
二
頁
)
)
、
財
産
編
が
成
立
し
た
後
に
な
っ
て
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
二
項
の
追
加
を
提
案
し
、
そ
こ
で
複
数
用
益
権
者
の
責
任
を
全
部
義
務
と
す

る
(
司
主
旦
三
百
三
盆
e

(

尽
き
三
以
て
窓
会
。
そ
の
一
方
で
成
立
し
た
規
定
に
つ
い
て
は
、
全
部
義
務
の
成
立
を
共
同
不
法
行
為
に
関
す
る
原
則

(
財
産
編
三
七
八
条
)
か
ら
説
明
し
て
い
る

(開ζ
o
a
己
唱
・
当
・
プ
ロ
ジ

ェ
・
新
版
と
理
白
書
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
大
久
保
H
高
橋
・
前
掲

(前
註
)一一
六
一二
|

五
頁
参
照
)
。

(日
)
財
産
編
一
六
七
条
の
起
草
過
程
に
は
変
遷
が
あ
る
。
当
初
は
、
永
借
の
場
合
に
限
定
し
た
規
定
を
お
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
賃
借
の
場
合
に

一

般
化
し
た
規
定
が
提
案
さ
れ
て
、
永
借
に
関
す
る
規
定
を
削
除
し
た
(
「民
法
草
案
財
産
取
得
編
再
調
査
案
議
事
筆
記
』
商
事
法
務
版

二

巻
三
綴
二
五
五
七
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説

頁
(
『民
法
草
案
再
調
査
案
議
事
筆
記
』
商
事
法
務
版
一
五
巻
五
綴
一
九
五
頁
)
。
ま
た
、
「
民
法
再
調
査
修
正
按
」

『民
法
編
纂
ニ
関
ス
ル
諸
意
見
並
雑
書
』
商
事
法
務
版

一

O
巻
四
綴
六
三
頁
も
参
照
)
。
し
か
し
さ
ら
に
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
一
般
化
を
誤
り
だ
と
し
て
、
永
借
の
場
合
に
限
定
し
た
規
定
の
復
活
を
提
案
し
て
い

る
(
「
ボ
ア
ソ
ナ
1

ド
氏
民
法
草
案
修
正
ニ
関
ス
ル
意
見
筆
記
第
こ

『民
法
編
纂
ニ
関
ス
ル
雑
書
』
商
事
法
務
版
一
二
巻
二
綴
九
九
頁
)
。
最
終
的
に
は
こ
の
提
案
が

採
用
さ
れ
た
形
に
な
っ
て
い
る
(
『民
法
草
案
再
調
査
案
議
事
筆
記
』
商
事
法
務
版

一
五
巻
五
綴
三
二
四
頁)。

な
お
、
借
賃
債
務
が
連
帯
債
務
で
あ
る
の
と
同
時
に
不
可
分
債
務
だ
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
共
同
相
続
の
問
題
に
関
係
す
る
。
す
な
わ
ち
、

連
帯
債
務
者
の
一
人
に
つ
き
共
同
相
続
を
生
ず
る
と
、
各
相
続
人
は
他
の
相
続
人
と
の
間
で
相
続
分
に
応
じ
た
分
割
債
務
を
負
う
関
係
に
立
ち
、

他
の
連
帯
債
務
者
と
の
聞
で
は
相
続
し
た
債
務
の
限
度
で
連
帯
す
る
関
係
に
立
つ

(
草
案
四
六
一
条

o
p
号

=Nロ
b
s
c
司
eucuo
ニ
g
e
a)
。
共
同
相
続

人
が
債
務
の
全
部
に
つ
い
て
義
務
を
負
う
た
め
に
は
不
可
分
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
の
で
あ
る
(
草
案
四
六
二
条
H
財
産
編
四
四
一
条

o
p号

:Nロ
ec-

-
c
a
)
。
こ
れ
は
起
草
の
当
初
に
お
い
て
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
が
共
同
相
続
主
義
を
想
定
し
た
こ
と
と
関
係
し
て
い
る

3
2
2
円

N
Z
M唱

N
E
1
3
2

5
5・
Ee
司
-U2
お
よ
び
梅

『債
権
担
保
論
第
二
冊
』
=
一
七
回
l
五
頁
参
照
)
。

(
ロ
)
当
初
は
一
律
に
連
帯
債
務
で
あ
っ
た
が
、
起
草
の
途
中
で
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
が
修
正
提
案
を
出
し
、
そ
れ
が
採
用
さ
れ
た
(
司
5
2
己
EM
Z
ι
z
c
oa--

【

N
N
E
司
自
2
2
2
2
盆
ロ

M唱
J
e凶
凶

U
S
E
-
)
。
こ
れ
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
未
公
刊
資
料
を
使
っ
て
若
干
補
っ
て
お
き
た
い

(
能
見
善
久
「
共
同
不
法
行
為
責
任
の
基
礎
的
考
察

(
二
)
」
法
協
九
四
巻
八
号

一二
三
五
l
六
頁
註
(
一
二
参
照
)
。
修
正
経
過
は
複
雑
で
あ
っ
て
、
一
律
に
連

帯
債
務
と
す
る
原
案
を
審
議
し
た
後
に
(
「
民
法
草
案
財
産
編
人
権
ノ
部
議
事
筆
記

一』

商
事
法
務
版
八
巻
五
綴

一
八
二
一
貝
(
『民
法
草
案
議
事
筆
記
』
商
事
法
務
版

一
五
巻
四
綴
三
五
l
六
頁
)
)
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
連
帯
を
共
謀
の
場
合
に
限
定
し
、
共
謀
な
く
ば
全
部
義
務
と
す
る
規
定
を
提
案
し
た
。
し
か
し
、
ボ

ワ
ソ
ナ
ド
と
日
本
人
側
と
の
連
絡
上
の
行
き
違
い
が
あ
っ
た
の
か
、
再
調
査
で
は
一
律
に
全
部
義
務
と
す
る
規
定
と
し
て
扱
い
(
「民
法
草
案
財
産

編
再
調
査
案
議
事
筆
記
』
商
事
法
務
版

一一

巻
二
綴
二一

七
l
九
頁
(
『民
法
草
案
再
調
査
案
談
事
筆
記
』
商
事
法
務
版

一
五
巻
五
綴
六
八
頁
)
。
未
公
刊
資
料
に
は
、

一
律

に
全
部
義
務
と
す
る
旨
の
提
案
と
、
そ
れ
に
第
二
文
を
追
加
し
て
共
謀
が
あ
れ
ば
連
帯
と
す
る
旨
の
提
案
が
一
不
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
れ
と
は
別
に
、
共
謀
の
有
無
で
区

別
す
る
規
定
に
修
正
す
る
旨
の
提
案
が
あ
る
o
〈

0
ε
R
2
2
5円
払
恒
三

oy
A
P
司

R
E
D
E
-
E
3
3
2
〈
〉

E
E
O
D
Y
ZO冒
企
耳
目

E円
Z
B
a
O
2〈
巳
)
、
連
帯
に
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
の
意
見
が
出
て
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
に
尋
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
(
『民
法
草
案
担
保
編
再
調
査
案
議
事
筆
記
』
商
事
法
務
版
一
一
巻
四
綴
四
三
頁
(
『民
法

草
案
再
調
査
案
議
事
筆
記
』
商
事
法
務
版

一
五
巻
五
綴
二
一
五
頁
)
。
共
謀
の
有
無
に
よ
る
区
別
は
、
再
調
査
案
の
審
議
後
に
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
の
指
摘
を
受
け

て
(
「
ボ
ワ
ソ
ナ
l
ド
氏
民
法
草
案
修
正
ニ
関
ス
ル
意
見
筆
記
財
産
編
第
三
、
四
回
」

「民
法
編
纂
ニ
関
ス
ル
諸
意
見
並
雑
書
』
商
事
法
務
版

一
O
巻
四
綴
三
O
九
頁
)
、
そ

の
訂
正
を
元
老
院
審
査
委
員
会
と
法
律
取
調
委
員
会
が
受
け
容
れ
た
も
の
で
あ
る
(
『
民
法
草
案
再
調
査
案
議
事
筆
記
』
商
事
法
務
版

一
五
巻
五
綴
三
二
五

さ;為

自問
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一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (6) 

頁
)。

(
日
)
本
文
で
は
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
の
説
明
を
そ
の
ま
ま
紹
介
し
た
が
、
そ
の
説
明
に
は
疑
い
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
受
任
者
に
つ
き
連
帯
が
成
立
す
る

の
は

「過
失
ノ
連
合
」
が
あ
る
場
合
な
の
に
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
共
謀
を
説
明
し
て
お
り
、
条
文
に
対
応
し
て
い
な
い

(
今
日
の
用
語
で
い
え
ば
、

「過

失
ノ
連
合
」
は
客
観
的
共
同
、
共
謀
は
主
観
的
共
同
に
相
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
)。

詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
の
考
え
が
変
遷

し
て
い
る
こ
と
に
関
係
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
草
案
は
「
過
失
ノ
連
合
」
が
あ
れ
ば
連
帯
に
な
る
と
し
て
お
り
(
司
『
号
=
ご
金
(
-∞
5
1
-甲
E

Z
S
司
S
D
)
、
そ
れ
が
条
文
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
が
旧
民
法
成
立
後
に
示
し
た
最
終
的
な
考
え
で
は
、
共
同
不
法
行
為
と
同
じ
く

連
帯
債
務
の
成
立
を
共
謀
が
あ
る
場
合
に
限
定
し
た
か

っ
た
の
で
あ

っ
て

(8
E
5
5
盆
(
お
き
司
・
ま
ご
円
己
品
∞

1
3
)、
そ
れ
が
理
白
書
と
条
文

と
の
食
い
違
い
に
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る

(開
ζ
o
ω
和
三
{
-
∞
唱
-
)
司
凶
u
-
2
円
凶
(
】∞三)司
・会凶
参
照
)。

こ
の
よ
う
に
、
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
の
最
終
的
な
考
え
は
、
共
同
不
法
行
為
に
合
わ
せ
て
共
謀
を
連
帯
の
要
件
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が

条
文
に
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
事
情
に
つ
い
て
は
未
公
刊
資
料
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
ボ
ワ
ソ
ナ
ド
は
、
契
約
に
関
し
て
「
過
失
ノ
連
合
」

が
あ
れ
ば
不
法
行
為
の
場
合
よ
り
も
厳
格
な
義
務
に
服
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る

(
2
5
2
2
3
ι
1
0
5
8
ε
2
5・Z
o
ご
3
2
s
o
u
-
-凹
B
O
D-
E
者
号

旦
コ
S

E
--aEB-
V
A
Fロ自02ωEEzEz
戸百

ω唱宮ωBωニι含0
の
旦
望2
回昂切ニ』舌cEωE
=可
釦

『

E釦EロE円詰σgロ
ε」。
5
円胃0含ロ5切
EgロE門胃5円EE
釦巳戸
f三.L-2司宮倍

ι忌臥}口E目昆【
E〈乏回
=-z。Eロ』宮ロ日包』
己忌血
-=E凶=【e}》

Z
。門古0ユι全回=〈=σgEE円芯gι号。巳〈ε
-=-ご斗該談当個所の
書
簡
に
は
表
題
が
な
い
。
そ
の
邦
訳
と
し
て
、

『問
答
録
』

財
産
取
得
編
六
一

|
二
頁
参
照
。
こ
の
書

簡
は
お
そ
ら
く
再
調
査
以
前
の
資
料
で
あ
る
)
。
す
な
わ
ち
、
一
旦
は
契
約
責
任
を
重
く
考
え
た
後
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
・
新
版
で
考
え
を
改
め
て
不
法
行
為

と
同
じ
に
扱
っ
た
の
だ
と
推
測
で
き
る
。

(凶
)
委
任
者
複
数
の
場
合
を
連
帯
債
務
と
し
た
点
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
。
各
委
任
者
の
契
約
が
別
々
に
成
立
し
た
場
合
で
も
連
帯
債
務
が
成

立
す
る
と
い
う

一
方
で
、
使
用
貸
借
で
は

一
緒
に
借
り
受
け
た
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
点
と

一
貫
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
き
ボ
ワ

ソ
ナ
ド
の
説
明
は
な
い
が
、
次
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
一
応
は
納
得
で
き
る
。
複
数
の
委
任
者
に
つ
い
て
事
務
が
共
通
し
て
い
る
が
、
委
任
者
相

互
間
に
利
益
共
同
体
の
関
係
が
な
い
場
合
を
想
定
す
る
の
は
困
難
だ
が
、
使
用
貸
借
の
場
合
に
は
、
目
的
物
が
一
つ
だ
か
ら
と
い
っ
て
借
主
相

互
間
に
利
益
共
同
体
の
関
係
が
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
例
え
ば
、

一
筆
の
土
地
に
区
画
を
区
切
っ
て
各
借
主
が
別
々
に
利
用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

利
益
共
同
体
の
関
係
は
な
い
と
い
え
る
。
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文
献
表
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王子.6.
f澗

本
節
で
主
に
参
照
し
た
文
献
は
次
の
も
の
で
あ
り
、
下
線
部
分
で
引
用
す
る

(
議
事
録
に
つ
い
て
は
商
事
法
務
研
究
会
に
よ
る
復
刻
版
を
用
い
て
、
そ
の
引
用
方

法
に
つ
い
て
は
池
田
真
朗
『
債
権
譲
渡
の
研
究
』
四
六
二
l
三
頁
に
し
た
が
っ
た
)
。

・
ボ
ワ
ソ
ナ
l
ド
氏
起
稿
『
民
法
草
案
財
産
編
講
義
二
人
権
之
部
」

-
回

0
5
0
E
ι
p
同
巳
川
市
己
刊
の
O己目
nH〈
回
一
宮
ロ
ュ
.2
6
5
E
』白唱。口同
n
g
B宮
関
口
刊
門
で
E
n
o
s
B
E
E
5・
ロ
OE〈
-E
F
N
2
品
(
-
∞
主
)

(
特
に
断
り
の
な
い
限
り

新
版
を
参
照
し
た
が
、
適
宜
己
-
N
-
hR
同
(-∞∞
M
)
-
H
M
M

盆
(
]
∞∞凶)旦
門
品
目
盆
(
-
∞
∞
唱
)
に
よ
る
)

-の
O門同開口同〈
H
E
-
-
日
目
立
B

E
』同℃
O口同口口
O
B官
官
恥

q
E口
問
団
ほ
陣
出
問
凶
ほ
日
・
門
--
v
h
H
(
-
∞唱。ム∞由{)・

-
Z
0
8
門出〈刊円日間巳『

-ono色
町
ロ
ミ
巳
開
門
的
E
ユ伺
nO己刊
n
o
s
g
R
n目白}
(
法
務
図
書
館
所
歳。

|
|
図
書
と
し
て
の
丁
づ
け
(
ノ
ン
ブ
ル
)
が
な
く
、
ま
た
表
題
が
な
い
書
簡

も
あ
る
。
本
書
に
つ
い
て
は
法
務
図
書
館
『
法
務
図
書
館
所
蔵
貴
重
番
目
録
(
和
書
)
』
三
九
頁
参
照
)

・
森
順
正
纂
訳

『民
法
草
案
修
正
問
答
録
』
(
東
京
大
学
箕
作
文
書
所
蔵
。
|
|
編
ご
と
に
丁
づ
け
さ
れ
て
い
る
)

・
磯
部
四
郎

「大
日
本
新
典
民
法
釈
義
第
九
編
」

-
磯
部
四
郎

『
大
日
本
新
典
民
法
釈
義
第
十
編』

・
磯
部
四
郎
『
大
日
本
新
典
民
法
釈
義
第
十
一
一
編
』

・
堀
三
友
ほ
か
『
民
法
疏
義
第
四
冊
人
権
之
部
』

-
堀
一一一友ほ
か

『民
法
疏
義
第
五
冊
人
権
之
部
取
得
編
』

・
井
上
正

一
『
民
法
正
義
財
産
編
第
二
部
巻
之
二
』

・
宮
城
浩
蔵
『
民
法
正
義
債
権
担
保
編
巻
之
一
』
(
第

一巻
と
す
る
表
示
も
あ
る
)

・
宮
城
浩
蔵
『
民
法
正
義
債
権
担
保
編
巻
之
二』

・
富
井
政
章

『民
法
論
綱
人
権
之
部
上
巻
」

・
富
井
政
章
『
民
法
論
綱
人
権
之
部
下
巻
」

-
梅
謙
次
郎

『民
法
債
権
担
保
論
巻
之

一
第

一
冊
』

・
樹
謙
次
郎

『民
法
伺
樹
捌
倒
制
巻
之

一
剰
コ
耐
』



-
梅
謙
次
郎

『
民
法
対
人
担
保
』
(
法
政
大
学
図
書
館
所
蔵
)

-
法
律
取
調
委
員
会
「
民
法
草
案
財
産
編
人
権
ノ
部
議
事
筆
記
一

一
』
(
商
事
法
務
版
九
巻

一
綴
)

・
法
律
取
調
委
員
会
『
民
法
草
案
財
産
編
再
調
査
案
議
事
筆
記
』
(
商
事
法
務
版

二

巻
二
綴
)

訂
正
一
覧

①
四
七
巻
五
号

二
一
二
七
頁
六
行
牽
連
関
系
↓
牽
連
関
係

②
同
号

二
一
六
五
頁
註

(
4
)
四
行
し
か
し
↓
し
か
し

g
g
g
↓
旧
日
目

③
六
号

一
七

一
八
頁
七
行
、

一
七
五

O
頁
六
行
、
一
七
五

一
頁
三
行
、

一
七
五
六
頁
二

一行

・
一
五
行
・
二

O
行

F
R
Oヨ

σ広
『

伺

↓

F
R
O
E
豆
町
四

債
務
に
附
著
す
る
諸
抗
弁
↓
債
務
に
内
在
す
る
諸
抗
弁

別
の
目
的
物
↓
別
の
物

の
『
白

σ

。F-刊
『
曲
目

u-uo
コ
|
ψ
【リ

F白
σ

。FH
k
m
円
回
目
U
同

V
0
2

E
E
G・

u
・-no門
司
・
↓
E
F
Rア
戸
日
・
・
(
リ
0

「七日

:
・

8
ロ.m『
E
B
i
v
n
O円『
m
O『
己
ヨ

(相
対
的
免
除
に

つ
き
次
章
第
五
項
第
二
款
第
一
目
5
c参
照
)
↓
削
除

主
債
務
者
の
約
務
内
容
↓
主
債
務
者
の
約
務

Hogg-
∞
a
s
s
-
5『
↓

g
g戸
田
旦
ロ
ozos--g『

一九世紀フランス法における連帯債務と保証 (6) 

④
同
号

一
七
二
四
頁
六
行

⑤
同
号

一
七
四
四
頁
七
行

⑥
同
号
一
七
四
六
頁
二
二
行

⑦
同
頁

一
四
行
目

③
同
号
裏
表
紙

①
四
八
巻

一
号
六
O
頁
一
四
行

⑮
同
号
九
四
頁
一

O
行

⑪
同
号

一一

O
頁
註

(5
)
五
行
自
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